
特集
　美しいまちを
　　　　　歩こう
     -河原町・芹町地区-

広報

11/1
2016

（平成28年）

花しょうぶ通りに面した逓信舎（ていしんしゃ）（河原二丁目）で撮影
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しょうぶ屋の
目加田さん

河
原
町
・
芹
町
は
、
慶
長
９
年

（
１
６
０
４
）
頃
か
ら
、城
下
町
内
外
の
人
々

が
集
ま
る
繁
華
街
と
し
て
栄
え
て
き
ま
し

た
。現

在
は
、
建
物
の
老
朽
化
や
空
き
家
の

増
加
な
ど
、
多
く
の
課
題
を
抱
え
な
が
ら

も
、
地
元
住
民
が
地
域
活
性
化
の
た
め
、

伝
統
的
な
建
造
物
を
大
切
に
保
存
し
よ
う

と
取
り
組
み
を
続
け
て
い
ま
す
。

今
年
７
月
に
河
原
町
・
芹
町
地
区
が
国

の
重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
※

（
以
下
、「
重
伝
建
地
区
」）
に
選
定
さ
れ
ま
し

た
。
滋
賀
県
内
で
は
４
件
目
、
彦
根
市
と

し
て
は
初
の
選
定
で
す
。

今
回
の
特
集
で
は
、
こ
の
美
し
い
町
並

み
と
地
元
の
取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　
　

教
育
委
員
会
文
化

財
課　
☎️
26-

５
８
３
３
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
26-

５
８
９
９ 美

し
い
ま
ち
を
歩
こ
う
　
ー
河
原
町
・
芹
町
地
区
ー

特
集

③

④

【高崎家住宅（逓信舎）】
　　昭和 9 年築造

【宇
う

水
みず

理髪店】
昭和 11 年築造

①

②

⑤

久左の辻

河原二丁目

河原三丁目

芹川

河原一丁目

芹町

たまたま出会った
地元のみなさん

重
伝
建
地
区
を

戦国丸の小杉さん（左）
と小池さん

近藤薬店の近藤さん(左)
池永さん (中央 ) と
大村さん (右 )

J
R

歩
い
て
み
ま
し
た

な
ん
か
、ほ
っ
こ
り
。

ネ
コ
発
見
。

す
て
き
な
町
並
み
だ
な
あ

つ
い
つ
い
撮
っ
ち
ゃ
う

広報係員・吉井の
町並みレポ

①

②

③

④

⑤

【滋賀中央信用金庫銀座支店】
　　　大正 7 年築造

【旧石橋家住宅】
明治時代後期築造

【森家住宅主屋】
江戸時代後期築造

河原町・芹町地区は、旧城下町の南東隅にあり、広さは約
５ヘクタールで、長さは約 780 メートルあります。ゆるや
かにＳ字を描く幅二間（約 3.6 メートル）程度の街路に沿って、
短冊形に割られた敷地が並んでいます。

これは、江戸時代前期に、芹川の流路を付け替えて城下町
が整備された名残です。国の選定でも、「城下町が形成され
た 17 世紀の町割りを良く伝えていること」や「江戸時代か
ら昭和戦前期にかけて建てられた伝統的な町家などをよく残
していること」について、商家町としての歴史的風致を良く
示し、価値が高いと評価されました。

コ
コ
、
ど
こ
な
ん
？

味
わ
い
の
あ
る
建
物
・
・
・

こ
の
５
つ
が

国
の
登
録
有
形
文
化
財
！

　　　
　下町や宿場町など、伝統的な建造物群およびこれと一体をな

してその価値を形成している環境を保存するため、市町村が都市
計画法に基づき指定した保存地区のうち、特にその価値が高いも
のとして国（文部科学大臣）が選定したものを指します。

城
※重伝建地区ってなに？

　定されると、地区内の建造物その他の工作物について、新築・
増築・改築（修繕、模様替え、その他外観を変更するものを含む）を
行う際に一定の制限がかかる一方で、その風致・まちなみに適し
た工事などは、国の補助を受けることができます。貴重な町並み
を残していくために必要な制度です。

重伝建地区に選定されるとどうなるの？
選

保存地区の特徴

寺子屋力石の
川添さん

出口酒店の
出口さん
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強
い
彦
根
へ

‒

私
の
思
い‒ 19111119

彦
根
市
長

大
久
保
貴

特
集

今
後
の
活
動
の
中
心
に
携
わ
る
２
人
に
、
こ
れ
ま
で
の
経
緯
や

ま
ち
づ
く
り
へ
の
想
い
を
伺
い
ま
し
た

全
国
的
に
み
る
と
、
有
名
な
集
落
群
や
町

並
み
の
多
く
が
重
伝
建
地
区
に
選
定
さ
れ
て

い
ま
す
。
重
伝
建
地
区
の
制
度
を
活
か
す
こ

と
で
、
歴
史
的
な
町
並
み
を
守
り
伝
え
て
い

く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
重
伝
建
地
区
に
選
定

さ
れ
る
こ
と
が
ゴ
ー
ル
で
は
な
く
、
そ
こ
か

ら
が
新
た
な
ま
ち
づ
く
り
の
ス
タ
ー
ト
で

す
。市

と
住
民
と
が
一
緒
に
協
力
し
な
が
ら
、

伝
統
的
建
造
物
を
守
る
た
め
の
活
動
に
積
極

的
に
関
わ
り
、
地
域
の
特
色
を
活
か
し
た
魅

力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
ま
し
ょ

う
。

伝
統
的
建
造
物
を

守
っ
て
い
く

美しいまちを歩こう　ー河原町・芹町地区ー

誰
も
が
住
み
た
い
と
思
え
る

ま
ち
を
つ
く
り
た
い
ん
で
す

河原町芹町美しいまちづくり委員会

会長　力石 寛治さん

河原町芹町美しいまちづくり委員会

副会長　森 勇次郎さん

河
原
町
芹
町
地
区
が
重
要
伝
統

的
建
造
物
群
保
存
地
区
に
選
定
さ

れ
ま
し
た
。
長
年
地
元
の
方
々
や

ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ま
れ
て
こ

ら
れ
た
皆
様
に
心
か
ら
敬
意
と
感

謝
を
表
し
ま
す
。
こ
の
度
の
選
定

は
彦
根
市
に
と
っ
て
大
変
重
要
な

出
来
事
で
あ
り
、
今
後
、
市
全
体

の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
上
で
画

期
的
な
こ
と
で
す
。

彦
根
城
は
平
成
４
年
に
ユ
ネ
ス

コ
世
界
文
化
遺
産
の
暫
定
リ
ス
ト

に
登
録
さ
れ
ま
し
た
。
17
世
紀
日

本
の
城
郭
建
築
の
傑
作
と
し
て
既

に
世
界
文
化
遺
産
に
登
録
さ
れ
て

い
る
姫
路
城
と
異
な
り
、
彦
根
城

は
城
を
含
む
周
辺
の
文
化
遺
産
も

対
象
と
し
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と

は
、
単
に
建
造
物
だ
け
で
な
く
、

地
域
に
連
綿
と
続
い
て
き
た
人
々

の
暮
ら
し
や
ま
ち
づ
く
り
の
姿
勢

が
歴
史
遺
産
と
し
て
重
視
さ
れ
て

い
る
と
受
け
止
め
て
い
ま
す
。

伝
統
的
建
造
物
は
市
内
に
数
多

く
残
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
歴
史
的

価
値
を
活
か
し
、
地
域
の
魅
力
を

発
信
す
る
こ
と
で
交
流
人
口
を
増

や
し
、
ま
ち
の
賑
わ
い
を
創
出
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
地
域
経
済
の

振
興
に
繋
げ
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

日時　11 月 20 日㈰ 13:00 ～ 17:00
▶河原町芹町まち歩き（集合：寺子屋力石）　

13:00 〜
▶記念シンポジウム（とばや旅館）
　「重伝建でまちはどう変わる？（仮題）」

14:00 ～ 17:00 
　講師：文化庁文化財調査官　ほか　
　講演会のほか、パネル討議などを行います。
定員　60 人（先着順）

費用　無料（申込不要）

その他　会場には駐車場はありません。公共
交通機関などをご利用ください。

【同時開催】
▶︎ 旧 石 橋 家 住 宅 な ど 特 別 公 開（10:00 ～

14:00）

▶格子戸ライトアップ　竹あかりアート︎
（17:00 ～ 19:30）

問い合わせ先　　教育委員会文化財課　

 　☎️ 26-5833、FAX26-5899

重要伝統的建造物群
保存地区選定記念シンポジウム

昔
は
ど
ん
な
商
店
街
で
し
た
か

八
百
屋
や
酒
屋
、
タ
バ
コ
屋
な
ど
の
店

が
あ
っ
て
栄
え
た
商
店
街
で
し
た
。
そ
の

後
、時
代
の
流
れ
で
都
市
化
が
進
み
、徐
々

に
商
店
が
閉
ま
っ
て
人
が
減
っ
て
い
き
ま

し
た
。
近
所
同
士
の
会
話
も
な
く
、
地
域

の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
な
く
な
っ
て
し
ま
っ

た
ん
で
す
。
し
か
も
、
古
い
空
き
家
が
多

く
、
お
年
寄
り
が
多
く
な
り
ま
し
た
。

ど
の
よ
う
に
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

を
作
っ
た
の
で
す
か

平
成
９
年
か
ら
河
原
町
の
「
寺
子
屋
力

石
（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ペ
ー
ス
）」
で
、
商
店
街

の
有
志
が
集
ま
っ
て
地
域
活
性
化
に
向
け

た
活
動
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
メ
ン

バ
ー
は
毎
週
火
曜
日
に
集
ま
っ
て
残
っ
て

い
る
貴
重
な
建
造
物
の
活
用
の
話
し
合
い

を
続
け
ま
し
た
。
市
内
の
３
大
学
の
教
授

に
も
仲
間
に
入
っ
て
も
ら
い
、
専
門
的
な

助
言
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
若
い
学

生
と
つ
な
が
る
こ
と
も
で
き
ま
し
た
。

有
識
者
に
講
演
し
て
も
ら
う
「
そ
れ
ぞ

れ
の
彦
根
物
語
」
を
開
催
し
、
み
ん
な
で

ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
勉
強
し
ま
し
た
。

い
ろ
ん
な
人
と
の
出
会
い
が
あ
り
ま
し
た

よ
。

interview

重
伝
建
へ
の
取
り
組
み
は

ど
ん
な
も
の
で
し
た
か

重
伝
建
地
区
に
選
定
さ
れ
る
と
、
地
区

内
の
建
造
物
の
風
致
や
ま
ち
な
み
に
適
し

た
工
事
な
ど
は
、
国
の
補
助
を
受
け
ら
れ

る
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。
早
速
、
市
と
協

力
し
て
、
建
造
物
の
調
査
や
審
議
会
の
開

催
、「
河
原
町
芹
町
美
し
い
ま
ち
づ
く
り

委
員
会
」
の
設
立
を
行
い
ま
し
た
。

住
民
に
対
し
て
は
、
説
明
会
や
週
１
回

の
相
談
窓
口
を
開
い
た
り
、
１
軒
ず
つ
チ

ラ
シ
を
配
っ
て
回
っ
た
り
し
て
、
理
解
と

協
力
を
求
め
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
選
定

に
至
っ
た
の
で
す
。

ど
ん
な
町
に
し
て
い
き
た
い
で
す
か

古
い
建
物
っ
て
、
趣
が
あ
る
で
し
ょ
。

こ
の
木
造
（
寺
子
屋
力
石
な
ど
）
の
雰
囲
気

が
好
き
な
ん
で
す
。

時
代
が
移
り
変
わ
れ
ば
、
住
ん
で
い
る

人
も
変
わ
る
し
、
建
物
の
転
売
だ
っ
て
さ

れ
ま
す
。
で
も
、
住
む
人
間
が
変
わ
っ
た

と
し
て
も
、
同
じ
町
並
み
が
引
き
継
が
れ

て
い
っ
て
ほ
し
い
と
思
う
ん
で
す
。

誰
も
が
住
み
た
い
な
、
住
ん
で
よ
か
っ

た
な
と
思
え
る
町
に
し
た
い
で
す
。
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11
月
４
日
㈮
午
前
10
時

緊
急
地
震
速
報
を
受
信
し
た

際
の
行
動
訓
練
を
行
い
ま
す

 

　   

口市
危
機
管
理
室

気
象
庁
で
震
度
５
弱
以
上
の
地

震
の
発
生
を
予
想
さ
れ
る
と
、
緊

急
地
震
速
報
が
発
表
さ
れ
ま
す
。

し
か
し
、
緊
急
地
震
速
報
を
見
聞

き
し
て
か
ら
強
い
揺
れ
が
起
こ
る

ま
で
の
時
間
は
わ
ず
か
で
す
。
短

い
時
間
で
慌
て
ず
に
身
を
守
る
た

め
に
と
る
べ
き
行
動
を
事
前
に
知

り
、
訓
練
を
経
験
し
て
お
く
こ
と

が
大
切
で
す
。

市
で
は
全
国
一
斉
緊
急
地
震
速

報
の
訓
練
に
合
わ
せ
て
市
有
72
施

設
や
エ
フ
エ
ム
ひ
こ
ね
で
訓
練
放

送
を
流
し
て
、
緊
急
地
震
速
報
を

受
信
し
た
際
の
行
動
訓
練
を
行
い

ま
す
。
皆
さ
ん
も
ラ
ジ
オ
放
送
な

ど
を
利
用
し
て
訓
練
に
参
加
し
ま

し
ょ
う
。

放
送
さ
れ
る
施
設
や
、
詳
し
い

訓
練
内
容
は
彦
根
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

シ
ェ
イ
ク
ア
ウ
ト
訓
練

緊
急
地
震
速
報
を

聞
い
た
と
き
に
身
を
守
る
行
動

▼
Ｄ
Ｒ
Ｏ
Ｐ
（
ド
ロ
ッ
プ
）　

　

姿
勢
を
低
く

▼
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｅ
Ｒ
（
カ
バ
ー
）

　

頭
を
守
り

▼
Ｈ
Ｏ
Ｌ
Ｄ　

Ｏ
Ｎ
（
ホ
ー

ル
ド
オ
ン
）

　

１
分
間
動
か
ず
、
じ
っ
と

す
る

送
付
し
ま
す

「
保
険
料
の
お
知
ら
せ
」

年
末
調
整
・
確
定
申
告
に

ご
利
用
く
だ
さ
い

　口市
保
険
料
課　

保
険
料
（
国
民
健
康
保
険
料
・
介
護

保
険
料
・
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
）

の
支
払
額
は
、
所
得
税
や
住
民
税

の
申
告
を
す
る
と
き
に
、
全
額
が

社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
と
な
り

ま
す
。

平
成
28
年
１
月
か
ら
12
月
ま
で

の
間
に
、
保
険
料
を
納
付
し
た
人

に
対
し
、
11
月
中
旬
に
、
次
の
お

知
ら
せ
を
送
付
し
ま
す
。

▼
「
平
成
28
年
中
に
納
付
さ
れ
た

国
民
健
康
保
険
料
の
お
知
ら
せ
」

▼
「
平
成
28
年
中
に
納
付
さ
れ
た

介
護
保
険
料
・
後
期
高
齢
者
医

療
保
険
料
の
お
知
ら
せ
」

※
国
民
健
康
保
険
料
は
、
世
帯
主

が
納
付
義
務
者
に
な
り
ま
す
の

で
、
世
帯
主
に
送
付
し
ま
す
。

※
納
付
済
額
と
12
月
31
日
ま
で
の

納
付
見
込
額
を
お
知
ら
せ
に
記

載
し
ま
す
。

※
年
金
か
ら
天
引
き
さ
れ
て
い
る

額（
特
別
徴
収
の
金
額
）は
含
ま
れ

て
い
ま
せ
ん
。
年
金
か
ら
天
引

き
さ
れ
て
い
る
額
は
、
年
金
支

払
者
か
ら
送
付
さ
れ
る
「
公
的

年
金
等
の
源
泉
徴
収
票
」
で
確

認
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
遺

族
年
金
・
障
害
年
金
な
ど
の
「
源

泉
徴
収
票
」
が
発
行
さ
れ
な
い

年
金
か
ら
天
引
き
さ
れ
て
い
る

人
で
、
申
告
に
必
要
な
場
合
は

送
付
し
ま
す
の
で
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

※
平
成
28
年
中
に
亡
く
な
っ
た
人

に
も
、
申
告
を
す
る
と
き
に
必

要
な
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
送

付
し
て
い
ま
す
。

※
督
促
手
数
料
や
延
滞
金
の
支
払

額
は
、
社
会
保
険
料
控
除
の
対

象
に
な
り
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ
先　

保
険
料
課

☎
30-

６
１
４
５
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

22-

１
３
９
８
番

12
月
11
日
㈰
使
用
開
始

Ｊ
Ｒ
稲
枝
駅

自
由
通
路
と
新
駅
舎

 
　  
口市
市
街
地
整
備
課　

新
し
い
Ｊ
Ｒ
稲
枝
駅
自
由
通
路

と
駅
舎
が
、
12
月
11
日
㈰
に
完
成

し
ま
す
。

駅
は
、
始
発
か
ら
利
用
で
き
ま

す
が
、
新
し
く
で
き
た
駅
の
西
口

は
、
完
成
記
念
式
典
終
了
後
か
ら

使
用
で
き
ま
す
。

完
成
に
併
せ
て
、
駅
東
口
の
駅

前
ロ
ー
タ
リ
ー
の
位
置
も
変
更
に

な
り
ま
す
。

詳
し
く
は
12
月
１
日
号
や
彦
根

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

市
街
地
整
備

課
☎
30-

６
１
２
６
番
、
Ｆ
Ａ

Ｘ
24-

５
２
１
１
番

▲完成予想図

平
成
29
年
４
月
ス
タ
ー
ト

介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援

総
合
事
業

 

　
口市
医
療
福
祉
推
進
課　

全
国
で
一
律
に
実
施
し
て
い
る

介
護
保
険
の
予
防
給
付（
要
支
援
者

に
対
す
る
サ
ー
ビ
ス
）
の
う
ち
、訪
問

介
護
（
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
）
と
通
所
介

護
（
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
）
を
市
が
実
施

す
る
総
合
事
業
に
移
行
し
て
、
地

域
の
実
情
に
合
わ
せ
た
独
自
の
新

し
い
事
業
を
開
始
し
ま
す
。

現
在
の
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
や
、
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
を
継
続
し
た
上
で
、

市
独
自
の
サ
ー
ビ
ス
を
充
実
し
て

い
き
ま
す
。
利
用
料
な
ど
の
詳
し

い
サ
ー
ビ
ス
内
容
は
、
決
ま
り
次

第
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

対
象
者　

要
支
援
認
定
１
・
２
に

該
当
・
相
当
す
る
人　

認
定
の
有
効
期
間
中
は
、
引
き

続
き
同
じ
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
で
き

ま
す
。
な
お
、
福
祉
用
具
の
貸
与

や
、
訪
問
看
護
な
ど
の
利
用
に
変

更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ
先　

医
療
福
祉
推

進
課
☎
24-

０
８
２
８
番
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
24-

５
８
７
０
番

補助上限額
年額　24万円
年額　36万円
年額　18万円

問
い
合
わ
せ
先　

危
機
管
理
室

☎
30-

６
１
５
０
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

23-

１
７
７
７
番

栗
見
橋
が
通
行
止
め

 

　  

口市
道
路
河
川
課　

市
で
は
、
橋
な
ど
の
道
路
構
造

物
の
点
検
を
し
て
い
ま
す
が
、
今

回
、
愛
知
川
に
架
か
る
新
海
町
の

栗
見
橋
（
市
道
新
海
栗
見
橋
線
）
で
、

老
朽
化
に
よ
り
著
し
い
損
傷
が
見

つ
か
っ
た
た
め
、
通
行
止
め
に

な
っ
て
い
ま
す
。

現
在
、
復
旧
の
時
期
は
未
定
で

す
。
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

問
い
合
わ
せ
先　

道
路
河
川
課

☎
30-

６
１
２
２
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

24-

５
２
１
１
番

し
い
内
容
は
直
接
ご
連
絡
く
だ
さ

い
（
彦
根
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載

し
て
い
ま
す
）。

▼
陽
だ
ま
り
の
家（
平
田
町
）☎
24-

２
５
７
２
番
（
猪
村
さ
ん
）

▼
た
か
み
や
・
ほ
っ
と
（
高
宮
町
）

☎
23-

１
１
６
３
番（
馬
場
さ
ん
）

▼
ナ
ル
ク
の
館
シ
ニ
ア
サ
ロ
ン

（
銀
座
町
）
☎
23-

２
５
３
７
番

（
安
田
さ
ん
）

▼
日
夏
木
曜
ハ
ウ
ス
（
日
夏
町
）
☎

28-

０
６
２
５
番
（
成
宮
さ
ん
）

▼
ぬ
く
も
り
の
家（
中
薮
町
）☎
21-

２
７
６
４
番
（
有
馬
さ
ん
）

▼
駅
前
く
つ
ろ
ぎ
の
家
（
南
川
瀬

町
）
☎
25-

１
２
７
９
番
（
小
井

戸
さ
ん
）

▼
ふ
れ
あ
い
の
家
ひ
ら
た
（
平
田

町
）
☎
22-

５
６
２
２
番
（
㈳
彦

根
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
）

▼
ふ
れ
あ
い
ハ
ウ
ス
「
ご
え
も
ん

さ
ん
」（
八
坂
町
）
☎
24-

３
３

９
７
番
（
青
木
さ
ん
）

▼
き
ら
く
（
南
三
ッ
谷
町
）
☎
37-

３
７
２
９
番
（
森
さ
ん
）

▼
ほ
ほ
え
み
ハ
ウ
ス
（
石
寺
町
）
☎

０
９
０-

９
７
６
６-

３
４
１
３

番
（
小
島
さ
ん
）

問
い
合
わ
せ
先　

医
療
福
祉
推

進
課
☎
24-

０
８
２
８
番
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
24-

５
８
７
０
番

ご
覧
く
だ
さ
い

彦
根
長
浜
都
市
計
画
の

変
更
案

 

　  

口市
都
市
計
画
課　

次
の
都
市
計
画
を
変
更
す
る
た

め
、
そ
の
案
を
縦
覧
し
ま
す
。

こ
の
案
に
意
見
が
あ
る
場
合
は
、

意
見
書
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

変
更
す
る
都
市
計
画　

▼
都
市
計
画
用
途
地
域
の
変
更

（
市
街
化
区
域
編
入
に
伴
う
も
の
）

縦
覧
期
間　

11
月
１
日
㈫
〜
同
15

日
㈫
（
土
・
日
曜
日
、祝
日
は
除
く
）

は
じ
め
ま
せ
ん
か

や
す
ら
ぎ
ふ
れ
あ
い
の
館

（
宅
老
所
）

 

　
口市
医
療
福
祉
推
進
課　

　
「
地
域
の
中
で
、気
軽
に
人
と
交

わ
り
た
い
」。「
や
す
ら
ぎ
ふ
れ
あ

い
の
館
」
は
、
そ
ん
な
願
い
を
持

つ
高
齢
者
の
た
め
に
、
市
内
の
10

か
所
で
開
設
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

民
家
な
ど
既
存
の
建
物
を
改
修

し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
中
心
に

な
っ
て
運
営
し
て
い
ま
す
。
高
齢

者
が
、
お
し
ゃ
べ
り
や
ゲ
ー
ム
を

し
て
、
気
軽
に
過
ご
せ
る
場
所
で

す
。
彦
根
市
で
は
、
各
小
学
校
区

に
「
や
す
ら
ぎ
ふ
れ
あ
い
の
館
」

の
開
設
を
進
め
て
い
ま
す
。開
設
・

運
営
に
対
し
て
の
補
助
制
度
（
表
）

も
あ
り
ま
す
。

補
助
を
受
け
る
た
め
の
要
件　

①
対
象　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
、
社
会
福
祉
法
人
、

医
療
法
人
な
ど　

②
継
続
し
て

運
営
で
き
る
こ
と　

③
未
開
設

の
小
学
校
区
へ
の
開
設
を
優
先

し
ま
す
。　

▼
未
開
設
の
小
学

校
区　

鳥
居
本
、
佐
和
山
、
城

北
、
城
西
、
旭
森
、
城
南
、
若

葉
、
亀
山
、
稲
枝
東

市
内
の

や
す
ら
ぎ
ふ
れ
あ
い
の
館

現
在
開
設
し
て
い
る
や
す
ら
ぎ

ふ
れ
あ
い
の
館
は
次
の
と
お
り
で

す
。
開
所
日
や
利
用
料
金
な
ど
詳

縦
覧
場
所　

都
市
計
画
課
（
市

役
所
２
階
）、
支
所
、
各
出
張
所
、

湖
東
土
木
事
務
所
管
理
調
整

課
問
い
合
わ
せ
先　

都
市
計
画
課

☎
30-
６
１
２
４
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

24-

８
５
１
７
番

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で

年
金
の
加
入
記
録
が
確
認

で
き
ま
す日

本
年
金
機
構

　

年
金
の
加
入
記
録
を
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
い
つ
で
も
確
認
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

た
と
え
ば
、「
厚
生
年
金
の
加

入
記
録
を
確
認
し
た
い
」
と
き
や
、

「
国
民
年
金
保
険
料
の
納
め
忘
れ

が
な
い
か
確
認
し
た
い
」
と
き
な

ど
に
利
用
で
き
ま
す
。

　

利
用
す
る
に
は
、
ユ
ー
ザ
Ｉ
Ｄ

と
パ
ス
ワ
ー
ド
が
必
要
で
す
。

　

利
用
の
申
し
込
み
は
日
本
年
金

機
構
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w

.
nenkin.go.jp/

）
か
ら
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

ね
ん
き
ん
定
期

便
・
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
等
専
用

ダ
イ
ヤ
ル
☎
０
５
７
０-

０
５

８-

５
５
５
番
ま
た
は
03-

６

７
０
０-

１
１
４
４
番
（
Ｉ
Ｐ
電

話
・
Ｐ
Ｈ
Ｓ
専
用
電
話
）

広報ひこねへの広告を募集しています
掲載料　　1 枠　3 万円
大きさ　　縦　45.5mm　横　86mm
申込締切　原則、発行日の 1 か月前
※ホームページのバナー広告も募集中です。詳し

くはお問い合わせください。
申込・問い合わせ先　 秘書政策課☎ 30-6103、

FAX22-1398
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中
小
企
業
で
働
く
皆
さ
ん
の

福
利
厚
生

彦
根
地
域
勤
労
者
互
助
会

勤
労
者
互
助
会
は
、
企
業
の
安

定
し
た
労
働
力
の
確
保
と
企
業
の

発
展
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
設
立

し
た
組
織
で
す
。

総
合
的
な
福
利
厚
生
事
業
（
共

済
給
付
、
文
化
、
体
育
、
厚
生
事
業
）

を
１
市
４
町
（
彦
根
市
、多
賀
町
、甲

良
町
、
豊
郷
町
、
愛
荘
町
）
の
支
援
で

実
施
し
ま
す
。

対
象　

市
内
、
愛
知
・
犬
上
郡
に

事
業
所
が
あ
る
中
小
企
業
で
働

く
事
業
主
・
従
業
員

費
用　

入
会
金
５
０
０
円
（
１
人

　

初
回
の
み
）　

会
費
５
０
０
円

（
月
額
）

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

彦
根
地

域
勤
労
者
互
助
会
☎
27-

６
７

８
７
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
27-

６
８
０

２
番

県
内
企
業
の
海
外
展
開
を
応
援

「
新
輸
出
大
国
コ
ン
ソ
ー
シ

ア
ム
滋
賀
」

 

日
本
貿
易
振
興
機
構
（
ジ
ェ
ト
ロ
）

　

10
月
か
ら
、
県
内
中
堅
、
中
小

企
業
の
海
外
展
開
活
動
な
ど
に
対

し
て
、
最
適
な
支
援
サ
ー
ビ
ス
を

案
内
す
る
た
め
の
専
門
家
が
１
人

窓
口
に
駐
在
し
て
い
ま
す（
滋
賀
県

担
当
・
中
村
孝
さ
ん
）。 虐待が与える子どもへの影響

　子どもへの虐待は、子どもの心身の成長や、人格の
形成に大きな影響を与えます。そして、次の世代に引
き継がれるおそれもあり、子どもにとって最も重大な
権利侵害です。

「しつけ」？　「虐待」？
　よく「しつけ」であるか「虐待」であるかが議論さ

れます。しかし、親は、子どもに
対して「しつけ」のつもりであっ
ても、子どもは、なぜ叱られたの
か分からないままに、恐怖感だけ
を感じている場合があります。
　その場合、親の思いや意図とは
関係なく虐待になってしまいま
す。つまり、子どもにとって、し

つけが有害かどうかで判断することが大切です。

虐待かも？　と思ったら
　毎日の生活の中で、虐待を受けている子どもを見か
けたり、「様子が変だな」と感じたら、次の機関に、相
談・連絡をしてください。
　子どもの安全を最優先に考え行動することが、大き
な支援に繋がる第一歩です。
※相談者や連絡者の秘密は守られます。
※調査をした結果、虐待の事実がなかったとしても責

任を問われることはありません。

▶児童相談所全国共通ダイヤル（24 時間対応）
　☎ 189（いちはやく）
▶ 子育て支援課　　　▶ 家庭児童相談室
　☎ 26-0994　　　　 　 ☎ 23-7838
▶滋賀県彦根子ども家庭相談センター
　☎ 24-3741
▶お近くの民生委員・児童委員

子 ど も の 人 権 を み ん な で 守 ろ う！
1 1 月は児童虐待防止推進月間です

▶豊かな心を育む家庭づくり
青少年にとって、家庭での会話は、人

格を形成するうえで基礎的な役割を果た
します。家族で何でも自由に話し合い、
親子が愛情と信頼の絆

きずな

で結ばれた明るい
家庭づくりが大切です。
　
▶︎毎月第３日曜日は家族ふれあいサン

デー
　滋賀県では毎月第３日曜日の「家庭の
日」を「家族ふれあいサンデー」と位置
づけています。親子がともに過ごせる時
間をつくり、対話やふれあいの中で家族
の一員としての役割意識や責任感を育て
る機会にしましょう。

▶︎豊かな心をはぐくむ家庭づくり（家族ふ
れあいサンデー推進運動）絵画・ポスター
作品展

場所　子どもセンター（日夏町）展示フロア
期間　11 月 18 日㈮～同 28 日㈪
※出品された全作品を展示します。

▶︎有害環境の浄化活動　
市内各駅に設置している白ポストを中心に、露骨

な性描写や暴力的な内容の雑誌・書籍、ビデオ・Ｄ
ＶＤなど、青少年にとって有害な図書などを回収し
ています。

▶︎「子ども１１０番の家」設置の推進
「子ども１１０番の家」は、登下校時や外出時の

子どもに万が一危険が迫ったときに、逃げ込むこと
ができ、保護してもらう家や施設のことです。子ど
もの安全確保や犯罪の抑止に役立っています。

彦根市青少年育成市民会議では、11 月を「子ど
も 110 番の家」推進月間とし、啓発活動および協力
依頼を推進していきます。
窓口は、各学区（地区）の
青少年育成協議会または
彦根市青少年育成市民会
議事務局（ 子ども・若者
課内）となっていますので
お問い合わせください。
「子ども 110 番の家」

設置に、皆さんのご理解
とご協力をお願いします。
問い合わせ先　 子ども・若者課☎ 49-2251、

FAX26-1768

「
地
域
の
子
ど
も
は
地
域
で
守
り
育
て
る
」

子
ど
も
・
若
者
育
成
支
援
強
調
月
間

▲「子ども 110 番の家」の
プレート。市内で 1,952
件設置されています。（9
月 30 日現在）

平
成
29
年
度

市
立
幼
稚
園
な
ど
入
園
申
込
の
受
付

〈
対
象
〉▼
３
歳
児
＝
平
成
25
年
４

月
２
日
か
ら
同
26
年
４
月
１
日
ま

で
に
生
ま
れ
た
幼
児　

▼
４
歳
児

＝
平
成
24
年
４
月
２
日
か
ら
同
25

年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
幼

児　

▼
５
歳
児
＝
平
成
23
年
４
月

２
日
か
ら
同
24
年
４
月
１
日
ま
で

に
生
ま
れ
た
幼
児　
〈
募
集
人
員
〉

左
表
の
と
お
り　
〈
応
募
資
格
〉幼

児
の
保
護
者
が
市
内
に
居
住
し
て

い
る
こ
と（
平
成
29
年
４
月
１
日
ま
で

に
市
内
に
居
住
す
る
こ
と
が
確
実
な
場

合
を
含
み
ま
す
）　
〈
入
園
申
込
書
の

交
付
〉
▼
期
間　

11
月
14
日
㈪
〜

12
月
１
日
㈭　

午
前
９
時
〜
午
後

４
時
（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
は
除
く
）　

▼
場
所　

市
立
幼
稚
園
、
総
合
案

内
（
市
役
所
１
階
）、
子
ど
も
セ
ン

タ
ー
、支
所
、各
出
張
所
、
幼
児

課（
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階
）※
平
田
幼
稚

園
は
午
後
２
時
40
分
〜
同
４
時　
〈
入

園
申
込
の
受
付
〉
▼
期
間　

11
月

24
日
㈭
〜
12
月
１
日
㈭　

午
後
１

時
〜
同
４
時
（
土
・
日
曜
日
は
除
く
）　

▼
場
所　

入
園
を
希
望
す
る
幼
稚

園
（
平
田
子
ど
も
園
を
希
望
す
る
場
合

は
、
幼
児
課
ま
た
は
平
田
幼
稚
園
〈
午

後
２
時
40
分
〜
同
４
時
〉）　

※
入
園

申
込
書
の
提
出
は
、
入
園
を
希
望

す
る
幼
児
１
人
に
対
し
て
、
１
園

で
す
。　
〈
問
い
合
わ
せ
先
〉　

幼
児
課
☎
23-

９
５
９
７
番
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
26-

１
７
６
８
番

意
見
募
集
結
果
と

園
名
決
定
の
お
知
ら
せ

意見の件数　　　　　 0 件

園名（決定）　　平田こども園

問い合わせ先　 幼児課☎ 23-
9597、FAX26-1768

（仮称）
平田認定こども園の園名（案）

支
援
の
内
容
や
海
外
と
の
貿
易

や
投
資
の
相
談
、
セ
ミ
ナ
ー
な
ど

詳
し
い
内
容
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

場
所　

彦
根
商
工
会
議
所
内
（
中

央
町
）

曜
日
・
時
間　

火
・
木
曜
日
の
午

前
９
時
〜
午
後
５
時

問
い
合
わ
せ
先　

新
輸
出
大
国
コ

ン
ソ
ー
シ
ア
ム
滋
賀
窓
口
☎
０

７
０-

３
８
１
１-

６
１
５
９
番

11
月
は

労
働
保
険
適
用
促
進
強
化
月
間

   

滋
賀
労
働
局
・
彦
根
労
働
基
準
監
督
署　

労
働
保
険
（
労
災
保
険
と
雇
用
保

険
）
は
、
職
場
の
皆
さ
ん
が
、
安

心
し
て
働
け
る
よ
う
に
、
国
が
管

理
・
運
営
し
て
い
る
保
険
制
度
で

す
。労

働
者
（
パ
ー
ト
、
ア
ル
バ
イ
ト

を
含
む
）
を
雇
用
す
る
事
業
主
は
、

業
種
や
規
模
の
大
小
に
か
か
わ
ら

ず
、
労
働
保
険
に
加
入
す
る
こ
と

と
な
っ
て
い
ま
す
。
労
働
保
険
に

未
加
入
の
事
業
者
は
、
労
働
基
準

監
督
署
ま
た
は
公
共
職
業
安
定
所

で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

彦
根
労
働
基

準
監
督
署
☎
22-

０
６
５
４
番
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
26-

０
２
４
１
番　

彦

根
公
共
職
業
安
定
所
☎
22-

２

５
０
０
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
26-

５
１

８
６
番

※平田幼稚園は、平成 29 年度から平田こども
園として開園しますが、園舎周辺の工事を平
成 29 年 8 月末まで行う予定です。ご理解
とご協力をお願いします。

※4・5 歳児の募集人数は、定員から在園児（10 月 1 日時点）
を除いた人数です。

市立幼稚園など（所在地）

彦根幼稚園（本町一丁目）

高宮幼稚園（高宮町）

平田こども園（1 号認定）（平田町）

稲枝東幼稚園（稲部町）

旭森幼稚園（東沼波町）

城北幼稚園（松原町）

金城幼稚園（大藪町）　
佐和山幼稚園（芹川町） 

城陽幼稚園（日夏町）

４歳児
25 人
45 人
若干人
10 人
20 人
10 人
20 人
45 人
45 人

募集人数
３歳児
50 人
25 人
40 人
25 人
50 人
25 人
50 人
25 人
25 人

5 歳児

若干人
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石垣の魅力とその構築、修理技術を知ろう！

彦根城石垣探検隊
普段は立ち入り禁止区域になっている山上

部曲輪群を巡り、①構築当初の石垣の魅力、②
江戸時代の石垣構築技術の変遷、③現代の文
化財石垣修理の内容を説明します。
日時　11 月 12 日㈯ 13：00 〜 16：30

（荒天中止。中止の場合は前日の午後 3 時に決定し、
電話連絡します）

集合場所　県立彦根東高校正門前の駐車場付
近

定員　100 人（先着順。小学生以下は保護者同伴。
現地は高低差があり、足元が悪い場所があります）

応募期間　10 月 31 日㈪〜 11 月 11 日㈮
参加費　100 円（資料・保険代）

応募方法　電話、FAX、E メール（推奨）で申
し込んでください。①住所②氏名③電話番
号（携帯電話など連絡がつながる番号）を伝えて
ください。

※すべての申し込みに受付完了の返事をしま
す。

申込・問い合わせ先　
   教育委員会文化財課（〒522-0001　尾末町

1-38）☎26-5833、FAX26-5899 、Eメール
bunkazai@mx.hikone.ed.jp

３
、
０
０
０
円
（
別
に
学
級
費
が
必

要
で
す
）　
〈
申
込
期
限
〉 

11
月
７

日
㈪
〜
同
18
日
㈮　
〈
問
い
合
わ

せ
先
〉

生
涯
学
習
課
☎
24-

７

９
７
４
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
23-

９
１
９

０
番　

※
各
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

に
あ
る
申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を

書
い
て
、
就
労
証
明
書
な
ど
の
必

要
書
類
を
添
付
の
上
、
各
放
課
後

児
童
ク
ラ
ブ
に
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い
。

「
プ
ラ
ザ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

２
０
１
７
」
出
演
者　

〈
内
容
〉
　

日
頃
の
舞
台
芸
術
活
動

の
成
果
を
発
表
す
る
場
と
し
て
、

ま
た
、
優
れ
た
舞
台
芸
術
に
親
し

荒
神
山
自
然
の
家

使
用
の
申
し
込
み

〈
内
容
〉
　

平
成
29
年
度
（
平
成
29
年

４
月
１
日
～
平
成
30
年
３
月
31
日
）
の

「
荒
神
山
自
然
の
家
」の
使
用
の
申

し
込
み
を
受
け
付
け
ま
す
。
な
お
、

平
成
29
年
度
の
夏
休
み
期
間
中
は
、

休
所
日
（
月
曜
日
）
も
全
て
開
所
し

ま
す
。
申
し
込
み
は
先
着
順
で
す
。

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。　
〈
申
込
開
始
日
〉
　

11
月
22

日
㈫
午
前
９
時
～　
〈
申
込
・
問

い
合
わ
せ
先
〉

荒
神
山
自
然
の

家
☎
28-

１
８
７
１
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

28-

１
８
７
２
番
（
月
曜
日
は
休
所
）　

※
電
話
か
、
直
接
窓
口
で
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
（
窓
口
受
付
が
優
先

む
機
会
と
し
て
、「
プ
ラ
ザ
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
１
７
」
を
開
催

し
ま
す
。
こ
の
公
演
に
出
演
を
希

望
す
る
人
（
個
人
ま
た
は
団
体
）
を

募
集
し
ま
す
。　
〈
募
集
部
門
な

ど
〉
下
表
の
と
お
り　
〈
出
演
資

格
〉
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る

個
人
ま
た
は
団
体 

（
団
体
の
場
合
は
、

①
・
②
に
該
当
す
る
人
を
含
む
こ
と
）①

市
内
に
在
住
・
在
勤
・
在
学
し
て

い
る
②
市
内
を
中
心
に
活
動
し
て

い
る　
〈
出
演
時
間
〉 

１
人
（
１
団

体
）
約
20
分　

※
転
換
（
準
備
・
撤

収
）
の
時
間
を
含
み
ま
す
。　
〈
定

員
〉 

各
部
門 

６
人
（
団
体
）
程
度

※
申
込
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
に

て
決
定
後
、
12
月
初
旬
に
連
絡
し

ま
す
。　
〈
費
用
〉
無
料　
〈
申
込

期
間
〉
11
月
１
日
㈫
～
同
30
日
㈬

（
必
着
）　
〈
注
意
事
項
〉
内
容
に
よ

り
出
演
部
門
の
変
更
を
お
願
い
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
出
演
順
は
、

部
門
別
の
出
演
者
会
議（
１
月
上
旬

開
催
予
定
）で
決
定
し
ま
す
。
詳
し

く
は
、
募
集
要
項
で
ご
確
認
く
だ

さ
い
。　
〈
申
込
・
問
い
合
わ
せ

先
〉
ひ
こ
ね
市
文
化
プ
ラ
ザ
事
業

課
（
〒
５
２
２-

０
０
５
５　

野
瀬
町

１
８
７-

４
）
☎
26-

８
６
０
１
番
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
26-

８
６
０
２
番
　
※
所

定
の
申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
書

い
て
、
郵
送
か
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
ま
た
は

直
接
窓
口
に
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

部　門

児童劇
舞踊

バレエ

クラシック

チャレンジ

邦舞・邦楽

内　容

幼児・児童向けの人形劇、紙芝居、演劇など
フラメンコ、モダンダンス、エアロビクスなど

バレエ

器楽、声楽、合唱など

他の５部門に該当しないもの

日本舞踊、新舞踊、詩舞、三曲、琵琶、詩吟など

公演場所
（ひこね市文化プラザ）

メッセホール

グランドホール
グランドホール

エコーホール

エコーホール

エコーホール

平成29年
２月　5日㈰
２月12日㈰

２月18日㈯

２月19日㈰

２月25日㈯

２月26日㈰

14：00

14：00
15：00

14：00

14：00

14：00

開演日時

し　ぎんび 　わ

さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
）。

冬
休
み
期
間
限
定
の

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

〈
内
容
〉
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
を
、

冬
休
み
期
間
限
定
で
利
用
希
望
す

る
人
は
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。　

〈
開
設
日
〉
12
月
24
日
㈯
〜
平
成

29
年
１
月
７
日
㈯
の
午
前
８
時
〜

午
後
６
時
30
分
（
12
月
29
日
㈭
〜
平

成
29
年
１
月
３
日
㈫
と
日
曜
日
を
除
く

８
日
間
）　
〈
対
象
〉
働
い
て
い
る

な
ど
の
理
由
で
昼
間
に
保
護
者
が

保
育
で
き
な
い
児
童　

※
小
学
校

低
学
年
を
優
先
と
し
、
定
員
を
超

え
た
場
合
は
利
用
で
き
な
い
こ
と

が
あ
り
ま
す
。　
〈
費
用
〉
１
人

夏
町
）
会
議
室　
〈
対
象
〉
平
成
24

年
４
月
〜
同
28
年
６
月
生
ま
れ
の

子
ど
も
の
保
護
者　
〈
定
員
〉
20

人
（
先
着
順
）　
〈
費
用
〉
２
０
０
円　

〈
申
込
期
間
〉11
月
５
日
㈯
〜
同
19

日
㈯
〈
持
ち
物
〉
筆
記
用
具　
〈
託

児
〉
無
料
（
人
数
に
限
り
が
あ
り
ま

す
の
で
申
込
時
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。）　

〈
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
〉

子
ど

も
セ
ン
タ
ー
☎
28-

３
６
４
５
番
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
28-

３
６
４
６
番　

※
電

話
か
直
接
窓
口
で
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

な
か
よ
し
！

キ
ッ
ズ
荒
神
っ
子
ク
ラ
ブ

〈
内
容
〉
　

小
学
校
低
学
年
が
対
象

の
自
然
体
験
活
動
で
す
。
野
外

ク
ッ
キ
ン
グ
や
自
然
遊
び
を
し
て

美
味
し
く
て
楽
し
い
時
間
を
過
ご

し
ま
し
ょ
う
。　
〈
日
時
〉
　

11
月

27
日
㈰
、
12
月
４
日
㈰
い
ず
れ
も

午
前
10
時
～
午
後
３
時　
〈
場
所
〉
　

荒
神
山
自
然
の
家
（
日
夏
町
）〈
対

ぽ
っ
か
ぽ
か
ひ
ろ
ば

お
や
こ
で
た
い
そ
う

〈
内
容
〉体
操
を
通
じ
て
親
子
で
楽

し
い
時
間
を
過
ご
し
て
友
達
も
作

り
ま
し
ょ
う
。　
〈
日
時
〉11
月
11

日
㈮　

午
前
10
時
〜
同
11
時
（
受

付
は
午
前
９
時
45
分
〜
）　
〈
場
所
〉

福
祉
セ
ン
タ
ー
（
平
田
町
）
別
館

２
階　
〈
対
象
〉２
〜
３
歳
前
後
の

幼
児
と
保
護
者　
〈
定
員
〉
30
組

（
先
着
順
）　
〈
費
用
〉
２
０
０
円
（
保

険
代
含
む
）　
〈
申
込
期
間
〉
11
月
１

日
㈫
〜
同
９
日
㈬　
〈
そ
の
他
〉　

〈
託
児
〉
１
人
２
０
０
円
（
会
員
は

無
料
）　
〈
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
〉

彦
根
市
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・

セ
ン
タ
ー
☎
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
24-

３
９

２
０
番　

※
電
話
か
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

犬
上
川
を
見
な
が
ら

水
の
話
や
歴
史
を
楽
し
む

〈
内
容
〉
　

犬
上
川
の
歴
史
や
水
に

ま
つ
わ
る
話
を
聞
い
た
り
、
自
然

観
察
を
し
た
り
し
ま
す（
天
候
に
よ

り
内
容
が
変
わ
り
ま
す
）。　
〈
日
時
〉
　

11
月
19
日
㈯
午
後
１
時
30
分
〜
同

３
時　
〈
集
合
場
所
〉
ふ
れ
あ
い

の
館
（
八
坂
町
）　
〈
対
象
〉
小
学
生

と
保
護
者　
〈
費
用
〉
無
料　
〈
定

員
〉20
人（
先
着
順
）　
〈
申
込
期
間
〉

11
月
２
日
㈬
〜
同
12
日
㈯　
〈
申

込
・
問
い
合
わ
せ
先
〉

ふ
れ
あ

い
の
館
☎
25-

４
４
５
２
番
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
47-

５
０
８
８
番　

※
電
話

か
、
直
接
窓
口
で
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

子
ど
も
教
室

ブ
ー
メ
ラ
ン
や
紙
ト
ン
ボ

を
飛
ば
そ
う
！

〈
内
容
〉厚
紙
で
ブ
ー
メ
ラ
ン
や
紙

ト
ン
ボ
を
作
っ
て
飛
ば
し
ま
す
。　

〈
日
時
〉11
月
19
日
㈯　

午
後
１
時

30
分
〜
同
３
時　
〈
場
所
〉
子
ど

も
セ
ン
タ
ー
（
日
夏
町
）　
〈
対
象
〉　

小
学
生
〜
中
学
生
（
小
学
生
低
学
年

は
保
護
者
同
伴
）　
〈
費
用
〉
１
０
０

円　
〈
定
員
〉20
人
（
先
着
順
）　
〈
申

込
期
間
〉
11
月
５
日
㈯
〜
同
17
日

㈭　
　
〈
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
〉

子
ど
も
セ
ン
タ
ー
☎
28-
３
６

４
５
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
28-

３
６
４
６

番　

※
電
話
、
ま
た
は
直
接
窓
口

で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

子
育
て
講
座

子
ど
も
の
様
子
が
お
か
し
い
！

ど
う
し
た
ら
い
い
の
？

〈
内
容
〉
も
し
も
の
時
に
役
立
つ
、

子
ど
も
の
発
熱
、
せ
き
、
下
痢
な

ど
の
見
分
け
方
や
、
健
康
状
態
の

把
握
の
仕
方
な
ど
を
小
児
科
医
師

か
ら
学
び
ま
す
。〈
日
時
〉11
月
24

日
㈭　

午
前
10
時
〜
同
11
時
30
分　

〈
場
所
〉

子
ど
も
セ
ン
タ
ー
（
日

象
〉
　

小
学
１
年
生
〜
３
年
生
〈
定

員
〉
　

各
20
人
程
度
（
先
着
順
）　
〈
費

用
〉
　

千
円
（
材
料
費
）　
〈
申
込
期

間
〉11
月
１
日
㈫
〜
同
８
日
㈫（
同

７
日
㈪
は
休
所
）〈
そ
の
他
〉
い
ず

れ
か
の
開
催
日
で
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。
内
容
は
同
じ
で
す
。
応

募
人
数
が
10
人
未
満
の
場
合
は
開

催
し
ま
せ
ん
。〈
申
込
・
問
い
合

わ
せ
先
〉

荒
神
山
自
然
の
家
☎

28-

１
８
７
１
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
28-

１
８
７
２
番　

※
電
話
か
、
Ｆ
Ａ

Ｘ
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
参

加
者
に
は
詳
し
い
案
内
を
郵
送
し

ま
す
。

集
ま
れ
！
み
ん
な
で
た
た
こ
う　

め
ず
ら
し
い
太
鼓

〈
内
容
〉
音
や
リ
ズ
ム
を
通
し
て
、

み
ん
な
で
楽
し
み
な
が
ら
、
思
い

の
ま
ま
に
太
鼓
を
た
た
い
て
元
気

に
な
り
ま
し
ょ
う
。　
〈
日
時
〉

12
月
10
日
㈯　

午
後
２
時
〜
同
３

時
30
分　
〈
場
所
〉

子
ど
も
セ

ン
タ
ー
（
日
夏
町
）　
〈
対
象
〉
小
学

生
（
小
学
２
年
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
）
　

〈
費
用
〉
５
０
０
円　
〈
定
員
〉
20

人
（
先
着
順
）　
〈
申
込
期
間
〉
11
月

５
日
㈯
〜
同
20
日
㈰　
　
〈
申
込
・

問
い
合
わ
せ
先
〉

子
ど
も
セ

ン
タ
ー
☎
28-

３
６
４
５
番
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
28-

３
６
４
６
番　

※
電
話
、

ま
た
は
直
接
窓
口
で
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。
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❶　人件費の状況　（平成27年度　普通会計決算）
歳出額(A)

416億6,985万1千円

人件費(B)

69億3,800万3千円

人件費率(B/A)

16.6％

（参考）26年度の人件費率

16.2％

　職員の給与は、地方公務員法で、給与等が社会一般
情勢に適応しなければならないとする「情勢適応の原
則」と、民間事業の従事者の給与等を考慮して定めな

１　職員の任免および職員数に関する状況　（単位：人）

２　職員の給与などの状況

❷　職員給与費の状況　（平成28年度　普通会計予算）

１人当たり
給与費(B/A)

613万3千円

給　　　　与　　　　費職員数
(A)

902人

職員手当

10億5,975万円

計(B)

55億3,161万2千円   

期末・勤勉手当

12億8,082万円

給　　料

31億9,104万2千円

❶　採用の状況　（平成27年度）

職 種 区 分
一 般 行 政 職
保 育 士 ・ 幼 稚 園 教 諭
発 達 相 談 員
消 防 職
医 師
臨 床 検 査 技 師
理 学 療 法 士
放 射 線 技 師
臨 床 工 学 技 士
薬 剤 師
医療ソーシャルワーカー
診 療 情 報 管 理 士
看 護 師
そ の 他 教 育 職
学 芸 員

合　　　計

採用者数
27
10

2
9

14
1
2
1
1
3
1
1

45
8
1

126

❷　退職の状況　（平成27年度）

任命権者
市　長
教　育
消　防

合　　計

計
69
20

7
96

❸　部門別職員数の増減　（各年４月１日現在）

部　　門　　　
議　　会
総務企画
税　　務
民　　生
衛　　生
労　　働
農林水産
商　　工
土　　木
小　計

病　　院
水　　道
下 水 道
そ の 他
小　計

教　　育
消　　防
小　計

合　　計　　　

27年
　　8
134

44
136

86
2

21
13
64

508
564

29
24
41

658
193
144
337

1,503

増減
0
3
2

－3
2
0
0
2
2
8

27
0
0
3

30
8
3

11

49

一

般

行

政

公
営
企
業
等
会
計
特
別
行
政

28年
　　8
137

46
133

88
2

21
15
66

516
591

29
24
44

688
201
147
348

1,552

ければならないとする「均衡の原則」に基づき、人事
院勧告に準じて改定しています。

       こうなっています  彦根市職員の給与、人数など

私は音楽が大好きで、時間があるときにはいつも
音楽を聴いています。日本の音楽も昔からよく聞い
ていて、歌詞を読んだり、翻訳したりすることも好
きです。そして、日本の音楽を聴いていると、時々ポ
ルトガル語の言葉が出てくる時があります。J-POP
の有名な曲には、「サウダージ」(saudade) という言
葉が曲名や歌詞の中に出てきますが、この言葉はポ
ルトガル語で、ブラジルで多く使われている言葉だ
と知らない人がたくさんいると思います。実は、翻
訳をする人の中では、「サウダージ」は一つの意味だ
けで翻訳しにくい言葉だと以前から言われてきたそ
うです。

さて、「サウダージ」とは一体どういう意味なので
しょうか。ブラジル人は他の人に「サウダージ」を
説明する時には「サウダージ」は「残された愛情の
こと」と解釈することが多いです。つまり、遠く離
れている、または、この世にはもう存在していない
人や物などに対して、懐かしく思っていることと同
時に、渇望の気持ちを持ち続けている状態とのこと
です。大好きな家族、友達、場所、ペットなどと別
れるのが辛くて、仕方がないことだと分かっていて

も、変わらない愛情をずっと持ち続いていくという、
誰にでもある複雑で、ほろ苦い気持ちを表していま
す。
「サウダージ」はブラジルで広く使われていて、他

界した人やもう失われた物等に対してはもちろん、
しばらく会っていない昔の友達にでも「最近、あな
たのことがサウダージだよ」と言います。また、お
母さんが自分の子どもの成長に気づき、子どもの小
さいころのエピソードを懐かしく恋しく思う気持ち
のように、もう二度と来ない過去のことを大切に思
い出すことも、「サウダージ」と言います。
「わびさび」が日本の美学と言われるように、「サウ

ダージ」はブラジルの美学の一つだと思います。ブ
ラジルの音楽、映画、アートなどでは、「サウダー
ジ」をテーマにした作品が多く、子どもの時から自
然にその言葉の意味を覚えるので、「サウダージ」の
意味を知るとブラジル人やポルトガル語を話す人の
心に一歩近づけるかと思います。

とは言え、ポルトガル語では「サウダージ」という
気持ちを特別な言葉で表しますが、「サウダージ」と
いう感情自体は国籍を問わずに色々な人が体験した
ことがあると思います。長い人生の中で、大事な人
と別れなければならないときなどがありますが、そ
の愛情はいつも私たちと一緒に残ります。あなたも、
ぜひ心の中にある「サウダージ」を大事にしていた
だけたらと思います。

【彦根市国際交流員　ナターリャ】

「サウダージ」
～いつまでも変わらない愛情～

ナターリャ
　　の部屋

第29回

区　分

彦　根　市

国

平均給料月額

30万7,042円

33万4,283円

平均年齢

40歳2月

43歳6月

平均給料月額

31万5,220円

28万9,141円

平均年齢

55歳7月

50歳2月

一般行政職 技能労務職

（平成27年４月１日現在）❸　職員の平均給料月額および平均年齢の状況

1級
主事・技師
44人
8.7％

（平成28年４月１日現在）❹　一般行政職の級別職員数の状況
2級

主事・技師
86人
16.9％

3級
主任・副主査
144人
28.3％

4級
主査・係長
75人
14.8％

5級
課長補佐
80人
15.7％

6級
課長
46人
9.1％

7級
次長・部長
33人
6.5％

計

508人
100％

区　分
職　名
職員数
構成比
　　

　市職員の給与、職員数、勤務条件などの人事行政
運営の状況を公表します。全体の公表内容は、彦根市
ホームページで公開しているほか、人事課（市役所4階）、

支所、各出張所でも閲覧することができます。　
問い合わせ先　
　人事課☎30-6106、FAX22-1398

（この表の職員数と「1-③　部門別職員数の増減」の「一般行政部門」の人数は、
一部集計の範囲が異なるため一致しません）
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新成人のつどい
日時　平成29年1月8日㈰ 10：45 〜 12：15（受

付 10：00 〜）

内容　成人式典・祝賀記念交歓会
場所　ひこね市文化プラザ（野瀬町）グランドホー

ル
対象　市内在住の平成8年４月２日〜同9年４月１

日生まれの人
※ 12月１日現在で、

市内に住民登録の
あ る 新 成 人 に は、
12 月初旬に案内状
を送付します。12
月16日㈮になって
も案内状が届かな
いときはお問い合
わせください。

※市外在住で、彦根
市の「新成人のつ
どい」に参加を希
望する人は、12月16日㈮までに連絡をしてく
ださい。

※車で来場する場合は駐車場が混雑しますので、早
めに来場してください。

問い合わせ先　 生涯学習課☎24-7974、
FAX23-9190

ひこねエコフェスタ 2016
ひこねエコフェスタは、環境活動に取り組む市

民団体・学校・企業などが参加し、市民の皆さん
と関わりあい、環境について楽しく学び、体験し
てみることを目的に開催します。皆さんのそばに
ある「環境」を、いろいろなカタチで感じてみて
ください。
内容　
▶講演　トンボの生態について（環境フォーラム湖東）

▶表彰式　緑のカーテン、犬の飼い方・マナーアッ
プ標語コンテスト

▶活動報告　小学生による環境学習発表、パネル展
示、事業所の環境活動報告、出前講座など

▶屋外ブース　水質検査、浄化槽や太陽電池の解説、
生ごみ減量活動紹介、環境活動紹介、クイズラ
リーなど

日時　11 月 12 日㈯、同 13 日㈰ 11：00 〜 17：
00

場所　滋賀県立大学 ( 八坂町 ) 湖風祭会場内　

■当日は学園祭「湖風祭」が開催
模擬店で使う割り箸や紙皿のごみを減らすた

め、箸を持参する「My はし推進運動」や、繰り
返して使える皿を使用する取り組みなど、環境
に配慮した活動を実施します。

問 い 合 わ せ 先　 生 活 環 境 課 ☎ 30-6116、
FAX27-0395

催し物催し物 ※特に記載のないときは、事前申込は不要で、費用は無料です。

市内の公共施設などのバリアフリーに
関する情報はこちらまで
（http://www.city.hikone.shiga.jp/bfmap/）

ウ ィ ズ
お や こ 広 場

11月12日㈯
10：00～11：30

すべり台やジャングルジムなどの遊具で楽しみましょう。
対象：乳幼児とその保護者
　男女共同参画センター「ウィズ」☎・FAX24-3529

 男女共同参画センター
「 ウ ィ ズ 」 軽 運 動 室
（ 平 田 町 ）

場　　　　　所日　　　　時行　　事　　名 内 容 ・ 問 い 合 わ せ 先 等

福祉の職場説明会
11月16日㈬

14：00～16：30
（受付13：30～）

ビ バ シ ティ彦 根 2 階
（ 竹 ケ 鼻 町 ）
ビ バ シ テ ィ ホ ー ル

福祉の職場を希望されている人を対象に、職場説明コー
ナーなど福祉関連の就職活動を支援します。
　介護福祉課☎23-9660、FAX26-1768

街 中 サ ロ ン 11月9日㈬、同19日㈯
10：00～15：00

「minto」㈱川地工務店
（ 長 曽 根 南 町 ）

知的障害や発達障害のある人やその家族が、悩みなどを話
して情報交換をする場です。気軽に集まり、みんなで交流
しましょう。
NPO 法人彦根育成会☎24-8624、ＦＡX49-3656

元気21歩こう会
11月21日㈪

13：30～15：30
（集合13：30）

集 合 場 所 ：
市 立 図 書 館
（ 尾 末 町 ）

彦根の街なかを散策しましょう。
費用：100 円（保険代など）

「ひこね元気クラブ 21」事務局（　健康推進課内）
☎080-2944-4281、FAX24-5870　

滋賀大マルシェ
環境こだわり農産物
晩 秋 の 収 穫 祭

11月11日㈮
11：30～13：30

滋 賀 大 学
（ 馬 場 一 丁 目 ）
生 協 前 広 場

県内の生産者が、環境こだわり農産物や心をこめて育てた新
鮮で安全な野菜、果物、加工品などを販売します。（小雨実施）
滋賀大学社会連携研究センター☎27-1141

障 害 者 虐 待
予 防 講 演 会

11月25日㈮
13：30～15：30
（開場12：30）

ひ こ ね 市 文 化 プ ラ ザ
（ 野 瀬 町 ）
エ コ ー ホ ー ル

講演：「障害者虐待と権利擁護～みんながともに生きる安心
といきがいのあるまちをめざして～」

講師：上田晴男さん（NPO 法人「PAS ネット」理事長）
その他：手話通訳、要約筆記、託児あり（託児の申し込みは

11 月 16 日㈬まで）
　障害福祉課☎27-9981、FAX26-1767

姉妹城・親善都市と
交流都市の観光と物産展

11月3日（木・祝）
～同6日㈰

10：00～17：00
（6日㈰は16：00まで）

ひ こ ね 市 文 化 プ ラ ザ
（ 野 瀬 町 ）
駐 車 場

姉妹城都市の高松市、親善都市の水戸市・佐野市などの物
産を数多く出展しています。また彦根と交流のある都市か
らの出展もあります。

（公社）彦根観光協会☎23-0001、FAX26-1919

11月8日㈫
13：30～15：30

く す の き セ ン タ ー
2階医療福祉推進ルーム
（ 市 立 病 院 敷 地 内 ）

介護家族のつどい
「 ほ っ こ り 」

認知症などの家族を抱える介護者同士が、日頃の思いを共有
したり、情報交換などをする会です。気軽にご参加ください。
費用：200 円（茶菓子代、初めて参加の人は無料）
　医療福祉推進課☎24-0828、FAX24-5870

介護家族のつどい
「ほっこり・らぶ」

若年認知症などの家族を抱える介護者同士が、日頃の思いを共
有したり、情報交換などをする会です。気軽にご参加ください。
費用：200 円（茶菓子代、初めて参加の人は無料）
　医療福祉推進課☎24-0828、FAX24-5870

彦根市の地域医療を守る会
勉強会「コツコツ続け
て元気で長生きする方
法をお教えします」

11月19日㈯
10：00～11：30

いつまでも元気で暮らせるためには筋肉などを鍛えて予防
することも大切です。動きやすい服装で参加してください。
費用：100 円
彦根市の地域医療を守る会（川村さん）☎・FAX24-6300

市 立 病 院
医 療 情 報 セ ン タ ー
（ 八 坂 町 ）

在 宅 で の 療 養 や
看 取 り を 考 え る 会
花 か た ば み の 会

11月19日㈯
14：00～16：00

く す の き セ ン タ ー
2階医療福祉推進ルーム
（ 市 立 病 院 敷 地 内 ）

「身近な人に囲まれて自宅で最期を迎えたい」と願う人や介
護をする人の相談、情報交換などを行います。
費用：200 円（茶菓子代）
訪問看護ステーションふれんず☎49-2531、FAX49-2532

ひ こ ね で 朝 市 11月20日㈰
8：00～12：00

滋 賀 県 護 国 神 社 境 内
（ 尾 末 町 ）

「食の安全」「地産地消」「手作り」を掲げ、地場野菜、豆
腐、醤油、湖魚料理などを販売します。
ひこねで朝市実行委員会（ひこね市民活動センター内）
☎24-4461、Eメール hikonedeasaichi55@gmail.com

彦 根 吹 奏 楽 団
第36回定期演奏会

11月20日㈰
14：00

（開場13：00）

ひ こ ね 市 文 化 プ ラ ザ
（ 野 瀬 町 ）
グ ラ ン ド ホ ー ル

年に一度の演奏会では、クラシックからポップスまで幅
広い曲を演奏します。
彦根吹奏楽団（吉田さん）☎080-6158-1922、Eメー
ルto_gensui@hotmail.com

差別をなくし人権を尊ぶ
あなたと私のつどい

11月26日㈯
13：00～15：30

ひこね 市 文 化 プ ラ ザ
（ 野 瀬 町 ）
エ コ ー ホ ー ル

講演：「人権文化の花咲く街づくり～Nobody' s perfect！（完全
なひとなんていない）～」

講師：新保真紀子さん　
その他：託児（11 月 22 日㈫までに申し込み）、手話通訳あり
つどい事務局（　人権教育課内）☎24-7976、FAX23-9190

子育てのサークル
活 動しま せ ん か

11月29日㈫
10：00～11：00

　 子 ど も セ ン タ ー
（ 日 夏 町 ）
多 目 的 室

子育てサークルについて楽しくお喋りをしましょう。
対象：市内在住の未就園児と保護者
　子ども・若者課☎49-2251、FAX26-1768

▲新成人のつどい・実行委員長の
あいさつ（今年）

第
28
回

彦
根
シ
テ
ィ
マ
ラ
ソ
ン

第
30
回

彦
根
シ
テ
ィ
マ
ラ
ソ
ン

N

９：１０～１０：００
全面通行止

９：１０～１０：００
城内全面通行止 １

０
：
０
０
～
１
０
：
５
０

車
線
通
行
規
制

８：５０～１０：５０
全面通行止

京
橋
口

駐
車
場

京
橋
口

駐
車
場

９：００～１０：００
全面通行止

県立
野球場
県立
野球場

滋賀
大学

西中

彦根東高

教会

至大津

至米原

JR彦根駅

彦根城

金亀公園
野球場

い
ろ
は
松

市役所

至米原湖周道路

至彦根港

スイミング
センター

市立
図書館

金
亀
公
園

多
目
的
競
技
場 陸上競技場

市民
会館

滋賀
大学

西中

彦根東高

教会

至大津

至米原

JR彦根駅

彦根城

金亀公園
野球場

い
ろ
は
松

市役所

至米原湖周道路

至彦根港

スイミング
センター

市民体育
センター

市立
図書館

金
亀
公
園

多
目
的
競
技
場 陸上競技場

8：
5０
～
１
０
：
５
０

全
面
通
行
止

１
０
：
１
０
～
１
０
：
５
０

車
線
通
行
規
制９：００～１０：００

全面通行止

8：5０～１０：５０
全面通行止

９：００～１０：００
城内全面通行止

市民
会館

多目的広場
城北小

近江高

交
通
規
制
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

※
会
場
周
辺
の
店
舗
へ
の
駐
車
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

※
で
き
る
だ
け
、
自
転
車
や
公
共
交
通
機
関
を
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　彦
根
シ
テ
ィ
マ
ラ
ソ
ン
実
行
委
員
会
事

務
局
（
　
保
健
体
育
課
内
）
☎
24-

７
９
７
５
番
、
F
A
X
23

-

9
1
9
0
番

11月13日㈰
8：50～10：50

車
両
通
行
不
可

8：50から順次規制が始まり、9：00に全面通行止めになります。
全面通行止エリア
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▼
能
楽
鑑
賞
会

11
月
23
日
（
水
・
祝
）　

午
後
１
時
30
分
〜

同
４
時
30
分
（
開
場　

午
後
１
時
）

【
セ
ミ
ナ
ー
】

▼
保
険
選
び
の
基
本
と
見
直
し

方11
月
20
日
㈰　

午
前
９
時
30

分
〜
同
11
時
（
定
員
30
人　

受

講
料
２
０
０
円
）　

※
セ
ミ
ナ
ー
後
に
無
料
で
個
別
相
談

が
あ
り
ま
す
。
先
着
５
人
ま
で
。

▼
い
き
い
き
講
座
受
講
生
作
品

展　

　

11
月
15
日
㈫
〜
同
30
日
㈬ 

午
前
９
時
〜
午
後
９
時（
30
日

㈬
は
、
午
後
３
時
ま
で
）

▼
１
日
体
験
講
座　

(

表
の
と

お
り)

11
月
１
日
㈫
か
ら
先
着
順
に

受
け
付
け
ま
す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

ひ
こ

ね
燦
ぱ
れ
す（
小
泉
町
）☎
26-

７
２
７
２
番
、Ｆ
Ａ
Ｘ
26-

７

３
７
７
番

ひ
こ
ね
燦
ぱ
れ
す
秋
祭

※受講料は一律200円（ひこね燦ぱれす会員カードを持っている人は、無料）

日　程

11月20日㈰  
10：00～12：00

11月20日㈰
14：00～16：00

11月23日（水・祝） 
10：00～12：00

11月20日㈰
14：00～15：30

11月26日㈯

 10：00～11：30

定　員

各20人

30人

20人

パ
ソ
コ
ン

会場：燦ぱれす

視聴覚室

多目的ホール

会議室

教材費

無料

2,000円

講　座　名

パソコンで
素敵な年賀状づくり１

パソコンで
素敵な年賀状づくり２
写真の取り込み方と
カレンダーづくり

ハワイアンミュージックに乗せて
フラダンスを体験してみませんか

葉ボタンを使ってXmas～お正月
まで楽しめるハンギング・バスケッ
ト（スタンド付き）

９
月
に
第
65
回
（
平
成
28
年
度
）

彦
根
市
美
術
展
覧
会
を
「
ア
ー
ト

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
〜
美
術
と
音
楽

の
コ
ラ
ボ
〜
」
と
題
し
て
開
催
し

ま
し
た
。

期
間
中
は
、
総
出
品
数
４
１
６

点
の
中
か
ら
３
６
７
点
の
作
品
を

展
示
し
、
併
せ
て
コ
ン
サ
ー
ト
や

作
品
講
評
会
を
行
い
ま
し
た
。

会
場
に
は
連
日
多
く
の
人
が
訪

れ
、
秋
の
ひ
と
と
き
を
芸
術
鑑
賞

に
浸
っ
て
い
ま
し
た
。

な
お
、
一
般
出
品
の
中
か
ら
、
市

展
賞
６
点
、
特
選
26
点
、
佳
作
16
点

が
選
ば
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
無
鑑
査
出
品
54
点
の
中

か
ら
６
点
が
無
鑑
査
奨
励
賞
に
選

ば
れ
ま
し
た
。

市
展
賞
、
特
選
お
よ
び
無
鑑
査

奨
励
賞
は
、
下
表
の
と
お
り
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

教
育
委
員
会

文
化
振
興
室
☎
23-

７
８
１
０

番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
21-

３
０
８
０
番

▶︎
市
展
賞
お
よ
び
第
46
回
滋
賀
県
芸
術
文
化
祭
奨

励
賞
を
受
賞
し
た
書
部
門
　
筒
井
和
彦
さ
ん
の

「
江
南
旅
情
」

彦
根
市
美
術
展
覧
会

受
賞
作
品

部　門
日本画

洋画

彫刻

美術工芸

書

写真

賞
市展賞
特選

無鑑査奨励賞
市展賞
特選

無鑑査奨励賞
市展賞
特選
無鑑査奨励賞
市展賞
特選

無鑑査奨励賞
市展賞
特選

無鑑査奨励賞
市展賞
特選

無鑑査奨励賞

題　名
屋なみの中に　
私の作ったにんにく　
追懐
薔薇　
冬枯れの湖北　
芹川堤　
残照　
季節・過ぎて
けやき道　
町家時を刻みつつ　
里の秋　
安らぎの時　
石垣　
木漏れ日　
武士の面
鳥になれなかった恐竜　
ハイ！ポーズ　
灰釉鉋壺　
切り絵 海遊　
赤＆黒　
紅葉の玄宮園
～咲～２０１６　
江南旅情　
李白詩　
百人一首　
董以寧の詩　
杜審言詩　
島木赤彦の歌　
家路
朝霧の彼方に　
飛翔　
雪原のオブジェ　
狐の舞　
彦根城と星のワルツ　
花弁の河　
旅たちの朝
夕暮れの空　
ちょっと失礼

　　氏　名
本田　充　　
北村　登久　　
北村　妙子　　
曽我　光博　　
谷村　純子　　
古野　信雄　　
馬渕　万智子　　
北川　晴子　　
川口　昭次郎　　
兒玉　照子　　
小田柿　弘子
小松原　正二　　
江竜　美子　　
久川　邦代　　
一円　敏彦　　
三浦　正夫　　
田中　亨
藤田　博　　
山本　勝彦　　
藤野　圭世　　
谷本　佳代子　　
伊藤　美子　　
筒井　和彦
近藤　晄彦　　
堤　笑子　　
辰巳　輝子　　
松田　芳雨　　
後藤　有啓　　
若林　武司
北川　剛　　
小林　伊三夫　　
伊藤　治　　
宮西　新市　　
塩谷　勉　　
三橋　武男
高橋　勲　　
武田　繁康　　
小椋　俊道

住　所
古沢町　
小泉町　
立花町　
肥田町　
後三条町　
地蔵町　
大藪町　
地蔵町　
京町二丁目　
大藪町
河原一丁目　
新海浜一丁目
池州町　
後三条町　
東近江市　
正法寺町　
米原市　
東近江市
薩摩町　
松原町　
芹川町　
東近江市　
平田町　
栄町二丁目　
地蔵町　
犬上郡多賀町
新町
東沼波町　
西沼波町　
小泉町　
川瀬馬場町　
栄町二丁目　
平田町　
西今町　
西今町
犬上郡豊郷町
正法寺町　
愛知郡愛荘町

行　　　　　　　　　　　　　事 期　　　　間 時　　　　　間 会　　　　場 入場料
吹奏楽の夕べ　ブリヂストン久留米吹奏楽団　彦根公演
高 宮 学 区 文 化 祭
’ 1 6 ア ー ト ス ペ ー ス 彦 根 展
稲 枝 地 区 文 化 祭
鳥 居 本 学 区 文 化 祭
彦 根 市 幼 児 画 展 　 き ら き ら 広 場
彦根城博物館　彦根城表御殿「錦秋狂言の集い」
ひこね 市 文 化プラザ 　ロビ ーコンサ ート
みずほ寄席VO L . 1 8「秋の夜長に落語会」
旭 森 地 区 文 化 祭
河 瀬 地 区 文 化 祭
南 地 区 公 民 館 文 化 祭
彦 根 市 少 年 少 女 書 写 展
華道翠香流いけ花展～日本の心をひもとく～
第55回記念　現代水墨画協会選抜滋賀展
彦根城博物館シンポジウム「江戸時代のコレクター大名～個性派大名の饗宴～」
M O A 美 術 館 　 彦 根 児 童 作 品 展
彦 根 吹 奏 楽 団 　 第 3 6 回 定 期 演 奏 会
ひこね市文化プラザ　劇団四季「ウエストサイド物語」
滋賀大学オーケストラ　第33回定期演奏会
彦 根 市 少 年 少 女 美 術 展
ひこね市文化プラザ　「ベニシア・スタンリー・スミス講演会」

11月1日㈫
11月1日㈫～3日(木・祝）

11月4日㈮～6日㈰
11月5日㈯・6日㈰
11月5日㈯・6日㈰
11月5日㈯・6日㈰

11月6日㈰
11月6日㈰

11月12日㈯
11月12日㈯・13日㈰
11月12日㈯・13日㈰
11月12日㈯・13日㈰
11月12日㈯・13日㈰
11月12日㈯・13日㈰
11月16日㈬～20日㈰

11月19日㈯
11月19日㈯・20日㈰

11月20日㈰
11月23日(水・祝）

11月26日㈯
11月26日㈯・27日㈰

11月27日㈰

18:30（開場17：30）

10：00～16：30（1日13：30～、3日15：30まで）
10：00～17：00（6日は16：00まで）

9：00～16：00（6日は15：00まで）

5日17：00～19：00、6日9：00～15：30
9：00～16：30（6日は16：00まで）

15:00（開場14：30）

13:00（開場12：30）

18:00（開場17：30）

9：30～16：30（13日は15：00まで）

9：30～16：30（13日は15：00まで）

9：30～16：30（13日は15：00まで）

9：00～17：00（13日は16：00まで）

10：00～17：00
10：00～17：00
13：30～16：15

19日13：00～16：00、20日9：00～14：30
14:00（開場13：00）

17:00（開場16：30）

14:00（開場13：30）

9:00～17：00
14:00（開場13：30）

文化プラザ・グランドホール
高 宮 地 域 文 化センター
市 民 会 館・ギ ャ ラ リ ー
稲 枝 地 区 公 民 館 ほ か
鳥 居 本 地 区 公 民 館 ほ か
中 地 区 公 民 館
彦 根 城 博 物 館 能 舞 台
文化プラザ・グランドホール2Fロビー
みずほ文化センター・練習室
旭 森 地 区 公 民 館
河 瀬 地 区 公 民 館 ほ か
南 地 区 公 民 館
市 民 会 館・ギ ャ ラ リ ー
ビ バ シ テ ィ 彦 根
文化プラザ・メッセホールほか
彦 根 城 博 物 館 能 舞 台
グ リ ー ン ピ ア ひ こ ね
文化プラザ・グランドホール
文化プラザ・グランドホール
文化プラザ・グランドホール
みずほ文化センター・多目的ホール
文化プラザ・グランドホール

有料
無料
無料
無料
無料
無料
有料
無料
有料
無料
無料
無料
無料
無料
無料
有料
無料
無料
有料
有料
無料
有料

【11月の行事】

主催 ： 彦根市 ・ 彦根市教育委員会
問い合わせ先　　教育委員会文化振興室☎23-7810、FAX21-3080

秋の
　文化祭
秋の
　文化祭
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第243回

彦
根
屛
風
が
、
風
俗
画
の
傑
作
と
し
て

高
く
評
価
さ
れ
、
現
在
国
宝
に
指
定
さ
れ

て
い
る
の
は
ご
存
じ
の
通
り
で
す
（
写
真

①
）。「
彦
根
屛
風
」
と
い
う
名
は
、
彦
根

藩
主
井
伊
家
の
所
有
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら

つ
け
ら
れ
た
も
の
で
す
が
、
誰
が
い
つ
入

手
し
た
か
は
分
か
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

し
か
し
近
年
、
傷
み
の
た
め
に
開
け
ら
れ

な
か
っ
た
屛
風
の
目
録
を
修
理
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
色
々
な
こ
と
が
明
ら
か
に
な

り
ま
し
た
（
写
真
②
）。

目
録
に
あ
る
屛
風
の
名
は
、
遊ゆ

う

里り

を
描

く
「
揚あ

げ

屋や

之の

図ず

」。
浮う

き

世よ

又ま
た

平べ
え

筆
で
半
双

分
、
表
具
が
さ
れ
て
い
な
い
「
マ
ク
リ
」

の
状
態
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
当
時
、
サ

イ
ン
の
な
い
江
戸
時
代
初
期
の
風
俗
画
は

又
平
（
又
兵
衛
）
と
い
う
絵
師
の
作
と
見

な
す
考
え
が
普
及
し
て
い
ま
し
た
。

こ
の
目
録
は
、
筆
跡
か
ら
、
井
伊
家
12

代
の
直な

お

亮あ
き

（
１
７
９
４
～
１
８
５
０
）
が
書

い
た
こ
と
も
判
明
し
ま
し
た
。
彦
根
屛
風

は
、
直
亮
が
、
江
戸
の
出
入
り
の
楽
器
商

を
通
じ
て
購
入
し
た
も
の
だ
っ
た
の
で
す
。

興
味
深
い
の
は
、
代
金
を
値
切
っ
て
い

る
こ
と
で
す
。
肝
心
の
金
額
の
箇
所
が
傷

ん
で
い
て
読
み
切
れ
な
い
の
で
す
が
、
初

め
は
千
両
（
端
数
が
つ

く
可
能
性
あ
り
）
と
い

う
「
格
外
の
高
金
」

だ
っ
た
の
を
、
掛
け

合
っ
て
□
百
両
で

買
っ
た
と
い
う
の
で

す
。
□
の
部
分
は
、

九
な
の
で
し
ょ
う
か
、

そ
れ
以
下
な
の
で

し
ょ
う
か
。
言
わ
れ

る
が
ま
ま
の
値
段
で

金
銭
を
惜
し
ま
ず
に

鷹お
う

揚よ
う

に
買
う
こ
と
を
「
大だ

い

名み
ょ
う

買が
い

」
と
い

い
ま
す
が
、
直
亮
の
買
い
物
は
大
名
買
で

は
な
か
っ
た
わ
け
で
す
。

直
亮
は
、
雅
楽
器
を
初
め
、
刀
剣
や
甲か

っ

冑ち
ゅ
う、

弓
、
茶
器
、
書
画
、
書
籍
、
更さ

ら

紗さ

裂ぎ
れ

、

能
面
、
時
計
、
舶
来
の
測
量
器
、
ピ
ス
ト

ル
、
は
て
は
鳥
に
至
る
ま
で
、
実
に
様
々

な
も
の
を
入
手
し
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
購
入
す
る
だ
け
で
は
な
く
、

好
み
の
も
の
を
新
た
に
作
ら
せ
て
も
い
ま

す
。
例
え
ば
刀
剣
の
拵

こ
し
ら
え

。
珍
し
い
鮫さ

め

皮が
わ

を

収
集
し
、
そ
れ
を
用
い
て
作
る
よ
う
命
じ

て
い
ま
す
。
湖
東
焼
も
、
直
亮
の
代
に
民

間
の
窯
を
買
い
上
げ
て
藩は

ん

窯よ
う

と
し
た
の
は
、

藩
の
殖し

ょ
く

産さ
ん

興こ
う

業ぎ
ょ
う

と
い
う
よ
り
、
好
み
の
高

級
品
を
作
ら
せ
る
意
図
が
強
か
っ
た
と
考

え
ら
れ
ま
す
。
彦
根
城
博
物
館
所
蔵
の
井

伊
家
伝
来
品
を
見
渡
す
と
、
実
は
、
見
る

べ
き
も
の
は
直
亮
が
入
手
し
た
と
い
う
も

の
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
の
こ
と
が
判
明
す
る
の
は
、
屛
風
の

例
の
よ
う
に
、
直
亮
が
目
録
を
た
く
さ
ん

ま
と
め
て
く
れ
て
い
る
か
ら
で
す
。
目
録

は
、
自
身
が
購
入
し
た
作
品
と
、
家
に
伝

来
し
て
い
た
作
品
と
を
合
わ
せ
、
当
時
の

全
体
像
が
分
か
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

特
に
関
心
が
強
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
分

野
、
た
と
え
ば
刀
剣
お
よ
び
刀
装
、
雅
楽

器
、
時
計
な
ど
の
目
録
は
、
作
者
、
寸
法
、

素
材
、
附
属
品
の
詳
細
（
た
と
え
ば
袋
の
文

様
、
書か
き

付つ
け

の
文
章
な
ど
）、
由
緒
来
歴
、
位

く
ら
い

付づ

け
、
専
門
家
の
鑑
定
結
果
、
時
計
に
つ

い
て
は
構
造
や
か
ら
く
り
ま
で
記
し
て
い

ま
す
。
現
代
の
コ
レ
ク
タ
ー
に
も
通
ず
る

き
め
細
や
か
さ
が
あ
り
ま
す
。

実
は
彦
根
屛
風
は
、
大
正
期
に
は
、
直

亮
の
跡
を
継
い
だ
13
代
直な

お

弼す
け

が
入
手
し
た

も
の
と
伝
わ
っ
て
い
ま
し
た
。
直
弼
を
顕

彰
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
色
々
な
こ
と
が

直
弼
に
結
び
つ
け
て
考
え
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
と
見
ら
れ
ま
す
。
今
後
、
影
に
隠

れ
て
し
ま
っ
た
直
亮
に
光
を
当
て
、
積
極

的
に
紹
介
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
（
彦
根
城
博
物
館
学
芸
員　

髙
木
文
恵
）

大だ
い

名み
ょ
う

買が
い

で
は
な
い
大
名
コ
レ
ク
シ
ョ
ン 

～
彦
根
屛
風
と
井い

伊い

直な
お

亮あ
き

～

写
真
の
作
品
は
、
開
館
30
周
年
記
念

特
別
展
「
コ
レ
ク
タ
ー
大
名　

井
伊

直
亮
ー
知
ら
れ
ざ
る
大
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
の
全
貌
ー
」
で
11
月
27
日
㈰
ま
で

展
示
し
ま
す
。（
期
間
中
無
休
）

▶︎
写
真
①
　
彦
根
屛
風
（
部
分
）

▶
写
真
②
　「
屛
風
之
覚
」

　（
彦
根
藩
井
伊
家
文
書
）

チケットのお申し込み、お問い合わせは
チケットセンター　☎27-5200　(9：00～19：00)
インターネットでも購入いただけます。http://bunpla.jp/

常

　設

　展

　示

　の

　名

　品

開館時間　８：30～17：00（入館は 16：30 まで）

URL   http://hikone-castle-museum.jp/

チ

　ケ

　ッ

　ト

　発

　売

　情

　報

ほ
会

ほ
会

んもの”
“

いの出と

開
館
30
周
年
記
念
特
別
展

テ

ー

マ

展

◀
稚
児
大
師
像

辻本茂雄 アキ 伊賀健二

【各公演　発売初日の予約の取り扱い】
※電話予約・インターネット予約のみの受付となります。
※窓口でのチケット引き取り・販売は翌開館日から承ります。

◎表記のチケット価格は、すべて税込価格です。
◎高齢者は65歳以上です。学生、高齢者、障害者のチケットはひ
こね市文化プラザチケットセンター窓口のみの販売となります。

◎託児は、子ども1人1,000円です。公演の10日前までにお申し込み
ください。

ギャラリートーク 　
12月3日㈯　11：00～11：30、14：00～14：30
※事前申込：不要　場所：展示室1

観覧料が必要
鳥籠とそれを収納する籠桶。鳥籠は、竹ひごに朱漆塗をほ

どこし、籠桶は外側の全面に螺鈿で牡丹唐草文を表していま
す。華やかな意匠が魅力的な優品です。

常設展示「“ほんもの”と
の出会い」では、譜代大名
筆頭・井伊家に伝来した名
宝を中心に80点あまりを
展示しています。

-常設展示の名品-

11月の休館日　7日㈪、14日㈪、21日㈪、28日㈪

11月30日㈬まで　

朱漆塗鳥籠・螺鈿牡丹唐草文籠桶

ジャズ・ギター界の未
来を託された天才・井上
銘が率いる井上銘 Jazz
アンプラグドが登場。
ジャズ・ギター界の伝

説的存在・渡辺香津美も
認める、ギターテクニッ
クと本場アメリカで培っ
た作曲力を持つ井上銘が
生み出す、最高にクール
なジャズライブです。

指定

今年もクリスマスによしもとがやってきます！
新喜劇と漫才を一度に楽しめるこのチャンスをお見逃しなく！

出演：吉本新喜劇（辻本茂雄、アキ、伊賀健二ほか）/ 他

【発売中】
一　般　4,000 円、友の会　3,800 円　
当日券（一律）　4,500 円
※5 歳以上有料。4 歳以下膝上鑑賞無料。ただし席が必要な場合
有料。

12月23日（金・祝）13：00　グランドホール

よしもとクリスマスお笑いライブ
in ひこね

井上　銘

12月1日㈭～同22日㈭まで
祈りと救い　
‒彦根城博物館仏教美術選‒

自由

チケット販売について

【11月26日㈯9：00予約開始】　
　一　般 3,000 円　高齢者・障害者・学生 2,800 円　
　友の会 2,500 円　
※未就学児は入場いただけません。
※託児サービスがあります。

な お　あ き
11月27日㈰まで
コレクター大名　井伊直亮
‒知られざる大コレクションの全貌‒

しゅ　うるし　ぬり　とり　かご

井伊家 12 代の直亮が収集したコレクションは、国宝の彦根屛
風をはじめとする書画、雅楽器、更紗裂、刀装具、南蛮渡来品な
ど多岐にわたり、質量ともに大名コレクション屈指の存在です。
本展では、このコレクションの全貌を明らかにし、併せて他の大
名の収集品を紹介することにより、大名コレクションの特質、さ
らには大名道具の意味を考えます。

2017年3月18日㈯16：00　エコーホール

井上銘  Jazz アンプラグド

出演：井上銘（ギター）、
　 　山本連（ベース）、maiko（ヴァイオリン）

古来より人々は、神仏に祈りを捧げ、
時に現世の利益を願い、時に来世の救い
を求めてきました。本展では、仏や衆生
を表した絵画、彫刻、経典などを展示し、
信仰が生み出した崇高なる造形の世界へ
と誘います。

ら　でん　ぼ　たん　から　くさ　もん　かご　おけ

【予定曲目】
リチャード・ロジャーズ：マイ・フェイバリット・シングス
レノン・マッカートニー：イン・マイ・ライフ　他
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火
災
が
発
生
し
や
す
い
時
期
を

迎
え
ま
す
。
こ
の
火
災
予
防
運
動

は
、
一
人
ひ
と
り
が
火
災
予
防
に

対
す
る
意
識
を
高
め
て
い
た
だ
き
、

火
災
に
よ
る
死
傷
者
の
発
生
や
財

産
の
損
失
を
防
ぐ
こ
と
を
目
的
に

毎
年
実
施
し
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
も
こ
の
運
動
を
通
じ
て
、

火
災
予
防
に
対
す
る
関
心
を
高
め

て
、
家
庭
や
地
域
か
ら
火
災
が
発

生
し
な
い
よ
う
火
の
取
り
扱
い
に

じ
ゅ
う
ぶ
ん
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

●
住
宅
火
災　

い
の
ち
を
守
る

　

７
つ
の
ポ
イ
ン
ト

３
つ
の
習
慣

①
寝
た
ば
こ
は
、
絶
対
し
な
い
。

②
ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や
す
い
も

の
か
ら
離
れ
た
位
置
で
使
用
す

る
。

③
ガ
ス
コ
ン
ロ
な
ど
の
そ
ば
を
離

れ
る
と
き
は
火
を
消
す
。

４
つ
の
対
策

①
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
住

宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
す
る
。

②
寝
具
、
衣
類
お
よ
び
カ
ー
テ
ン

か
ら
の
火
災
を
防
ぐ
た
め
に
、

防
炎
品
を
使
用
す
る
。

③
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た

め
に
住
宅
用
消
火
器
等
を
設
置

す
る
。

④
お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由
な

人
を
守
る
た
め
に
、
隣
り
近
所

の
協
力
体
制
を
つ
く
る
。

●
消
防
団
に
よ
る「
家
庭
防
火
診
断
」

火
災
予
防
運
動
期
間
中
、
地
域

内
に
あ
る
住
宅
の
火
気
の
取
り
扱

い
状
況
な
ど
を
診
断
し
ま
す
。

出
火
の
危
険
性
な
ど
を
把
握
し

て
、
火
災
の
発
生
を
な
く
し
、
皆

さ
ん
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち

づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

 １
１
９
番
の
日

地
域
住
民
と
消
防
を
つ
な
ぐ
電

話
番
号
に
ち
な
ん
で
昭
和
62
年
か

ら
11
月
９
日
を「
１
１
９
番
の
日
」

と
定
め
ら
れ
ま
し
た
。

消
火
活
動
や
救
急
・
救
助
活
動

は
１
分
１
秒
を
争
う
時
間
と
の
勝

負
で
す
。
も
し
、
慌
て
て
場
所
な

ど
を
正
し
く
伝
え
ら
れ
な
け
れ
ば
、

災
害
現
場
へ
の
到
着
が
遅
れ
、
被

害
が
拡
大
し
大
惨
事
に
な
っ
た
り
、

助
か
る
は
ず
の
命
が
助
か
ら
な
く

な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

正
し
い
１
１
９
番
通
報
が
、
迅

速
・
的
確
な
消
防
活
動
に
つ
な
が

り
ま
す
。
慌
て
な
い
で
通
報
で
き

る
よ
う
に
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

消
防
本
部
通

信
指
令
課
☎
22-

０
１
１
９
番
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
27-

０
１
１
９
番

秋
季
火
災
予
防
運
動
（
11
月
９
日
㈬
～
15
日
㈫
）

「
消
し
ま
し
ょ
う　

そ
の
火
そ
の
時　

そ
の
場
所
で
」

彦根市消防本部予防課☎22-0332・FAX22-9427

  健康推進課（八坂町　彦根市立病院敷地内・
　くすのきセンター2階）
☎24-0816、FAX24-5870

認知症にあったかいまち　ひこねを目指して
認知症予防講座と脳の健康チェック

「認知症の予防を知りたい」、「最近ちょっ
ともの忘れが気になる」などの思いがある人
は気軽に参加してください。タッチパネルを
使った脳の健康チェックもできます。
日時　11 月 27 日㈰
① 13：30 〜 14：00　認知症予防講座
②︎ 14：10 〜 16：00　脳の健康チェック

（40 歳以上）
場所　アル・プラザ彦根（大東町）6 階　大学

サテライトプラザ
定員　各 30 人（いずれも申込要）
申込期限　11 月 25 日㈮
その他　①②の一方のみ参加可。　　
費用　無料
申込・問い合わせ先
　 医療福祉推進課☎︎24-0828
　　FAX24-5870

消防本部管内の小・中学生に、正しい火の取り
扱いや住宅用火災警報器の設置を推進する作品を募
集し、次のとおり入賞作品を決定しました。
▶防火絵画展　
展示期間 11 月 7 日㈪〜同 17 日㈭
場所　ビバシティ彦根（竹ケ鼻町）センターモール

▶︎彦根市消防長賞
　水野萌

も

恵
え

さん ( 高宮小 4 年 )

▶︎彦根防火保安協会会長賞
　矢吹碧

あお

梅
ば

さん ( 鳥居本中 1 年 )

▶金賞　
　中川碧

あお

彩
い

さん ( 河瀬小 3 年 )、塩
しお

　杏
あん

珠
ず

さん　　　
　　( 亀山小６年 )、北村　凜

りん

さん ( 南中 2 年 )

▶︎銀賞
山下由

ゆ

莉
り

さん ( 城南小３年 )、松根友
ゆう

吾
ご

さん ( 佐和
山小４年 )、田井中　夢

ゆめ

さん ( 南中３年 )、楠亀由
ゆ

衣
い

さん ( 南中２年 )

▶︎銅賞
牧田陽

ひ

菜
な

乃
の

さん ( 河瀬小１年 )、鉄尾　和
なごみ

さん ( 金
城小６年 )、門野敬

たか

仁
ひと

さん ( 西中２年 )、北川たから
さん ( 南中２年 )、村上夕

ゆう

斗
と

さん ( 中央中１年 )

防火ポスターコンクールの結果

▶︎
彦
根
市
消
防
長
賞
　

　
水
野
萌
恵
さ
ん
の
作
品
を
、
秋
の
火
災
予

防
運
動
の
ポ
ス
タ
ー
に
採
用
し
ま
し
た
。

▲消防団協力事業所表示証

彦根市消防団協力事業所
を認定しました（10月認定）

トラヤ商事株式会社

市立病院健康講座

みんなで知って予防しよう！
動
どう

脈
みゃく

硬
こう

化
か

内容　
▶︎講演　①動脈硬化は全身の病気って知っていますか

（循環器科・医師）②動脈硬化を予防する食べ方７か条（栄
養科・管理栄養士）

▶︎健康弁当、ミニコンサート、健康体操
日時　11 月 26 日㈯ 12：00 〜 14：50
場所　市立病院（八坂町）医療情報センター 1 階　多目

的室
定員　80 人（先着順）

費用　500 円（弁当・飲み物付き）

募集開始日時　11 月 1 日㈫ 8：30
申込・問い合わせ先　市立病院事務局病院総務課☎ 22-

6050（内線３５２２）、FAX26-0754、E メール
info@municipal-hp.hikone.shiga.jp　※電話、FAX、
メールで申し込んでください。

▲▶︎休日急病診療所
は、くすのきセン
ター（上写真・市立
病院敷地内）の 1階
です

休
日
急
病
診
療
所
の
運
営
と

救
急
医
療
体
制
の
充
実

休
日
急
病
診
療
所
（
日
曜
日
、
祝
日
、
年
末

年
始
）
は
、
１
次
救
急
の
医
療
機
関
と
し
て

軽
度
の
症
状
の
患
者
を
対
象
に
内
科
・
小

児
科
の
診
療
を
行
っ
て
い
ま
す
。

重
症
の
恐
れ
や
検
査
・
入
院
が
必
要
な

場
合
は
、
同
敷
地
内
の
市
立
病
院
を
紹
介

す
る
な
ど
医
療
連
携
を
図
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
小
児
救
急
で
は
市
立
病
院
が
救
急

体
制
を
と
っ
て
い
ま
す
。

一
方
、
高
度
な
医
療
を
行
う
２
次
救
急

医
療
体
制
と
し
て
、
市
立
病
院
、
彦
根
中

湖
東
定
住
自
立
圏
（
彦
根
市
と
愛
荘
町
、
豊
郷
町
、
甲 

良 

町
、
多

賀
町
と
の
広
域
連
携
）
の
具
体
的
な
取
り
組
み

央
病
院
、
豊
郷
病
院
、
友
仁
山
崎
病
院
が

当
番
制
で
医
療
体
制
を
確
立
し
て
い
ま
す
。

周
産
期
医
療
体
制
の
確
立

市
立
病
院
で
は
、
湖
東
保
健
医
療
圏
の

中
核
病
院
と
し
て
ハ
イ
リ
ス
ク
分
娩
に
も

対
応
で
き
る
よ
う
に
産
婦
人
科
診
療
体
制

の
充
実
・
強
化
を
図
っ
て
い
ま
す
。
今
後
、

母
子
と
も
に
安
心
・
安
全
な
周
産
期
医
療

体
制
を
構
築
し
ま
す
。

医
療
福
祉
推
進
セ
ン
タ
ー
の
運
営

在
宅
で
の
医
療
や
看
取
り
、
介
護
に
つ

い
て
の
情
報
発
信
や
医
療
機
器
の
貸
し
出

し
、
地
域
の
医
療
と
介
護
の
連
携
促
進
な

ど
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

消
防
・
救
急
業
務

消
防
で
は
火
災
や
救
助
な
ど
へ
の
消
防

体
制
の
強
化
を
図
り
、
救
急
で
は
、
緊
急

を
要
す
る
傷
病
者
に
迅
速
な
対
応
が
で
き

る
体
制
を
目
指
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

健
康
推
進
課
☎
24-

０
８
１
６
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
24-

５
８
７
０
番
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草
野
幌お

う

輔す
け

ち
ゃ
ん

（
松
原
町
）

葊
瀬　

湊み
な
と

ち
ゃ
ん

（
松
原
町
）

山
村
桜さ

奈な

ち
ゃ
ん

（
芹
川
町
）

栄 　 養 　 相 　 談

☆食から始める感染症予防対策☆
インフルエンザなどから身を守るために、この機

会に日頃の食生活を見直してみませんか。
日時　11月25日㈮、12 月 5 日㈪、同 16 日㈮　

いずれも 9：00 ～、10：30 ～〈予約制、各１人〉

場所　くすのきセンター２階
※上記のテーマ・日時以外にも、さまざまな栄養

相談を受け付けています。

■大腸がん検診【一部要予約】
５００円で近くの医療機関で受診できます
対象　40 歳以上の人（平成29年3月31日現在）

検査内容　2 日分の便を採り、医療機関へ提出します。
容器配布・受付期限　11 月 30 日㈬
便提出期限　12 月 20 日㈫
受診方法　検診料 500 円を持って直接医療機関で

受診してください。
■乳がん検診【要予約】
視触診がなくなりました
対象　40 歳以上の人（平成29年3月31日現在）

受診券申込期限　平成 29 年 2 月 20 日㈪
医療機関予約期限　平成 29 年 2 月 27 日㈪
受診方法　
①がん検診予約専用電話 24-3719 へ電話　
②受診券はがきが手元に届いたら、医療機関へ電話

予約
③受診券はがき、検診料 500 円を持って受診
※乳がん検診無料クーポン券、乳がん検診受診勧奨

はがきを持っている人は直接医療機関で予約して
ください。

■子宮頸がん検診【一部要予約】
対象　20 歳以上の人（平成29年3月31日現在）

受付期限　平成29年3月31日㈮
受診方法　検診料 500 円を持って直接医療機関で
受診してください。
※乳がん・子宮頸がん検診は 2 年に 1 回の検診です。

ただし、がん検診無料クーポン券対象者は受診で
きます。

大腸がん・乳がん・子宮頸がん（医療機関検診）

市民健康診査、各がん検診
の受診できる医療機関、検診
項目など詳しいことは、「平
成 28 年度彦根市健康診査・
がん検診のお知らせ」でご確
認ください。

▲５月 15日号と同時
に配布しています

プレママサロン　ららら♪

　妊婦友達を作りませんか。妊娠・出産や、これから
の子育てのことなどみんなで楽しく話しましょう。
日時　11月25日㈮ 13：30 〜 15：00（受付 13:15

～ 13:30）

場所　くすのきセンター 1 階
対象　彦根市に住民登録のある妊娠16週以降の妊

婦
持ち物　母子健康手帳
その他　託児はありません。
※申し込みは不要です。

プレママの歯科健診

妊娠中は、歯周病にかかりやすいといわれてい
ます。歯科健診や正しいブラッシング指導を受け
てみませんか。妊婦さんどうしの交流もあります。
日時　11月24日㈭ 13：30 〜 15：30（受付

13:15 ～ 13:30）

場所　くすのきセンター 1 階
対象　彦根市に住民登録のある妊娠16週以降の

妊婦
申込期間　11月1日㈫〜同11日㈮
申込方法　 健康推進課に電話か FAX。QR コー

ド対応の携帯電話を使って申し込むこともでき
ます。

持ち物　母子健康手帳、手鏡、歯
ブラシ、コップ、口ふきタオル

その他　託児はありません。

複十字シール運動にご協力ください

結核予防事業を推進するため、「複十字シール運動｣
が全国的に展開されています。
結核まん延について国に対する国

際協力を行うとともに、結核・肺が
ん・COPD（慢性閉塞性肺疾患）を含
む胸部に関する疾患をなくし、健康
で明るい社会の実現のため、複十字
シールによる募金活動が行われてい
ます。ご理解とご協力をお願いしま
す。
募金額　複十字シール・封筒組合せ　
　１組　200円（封筒３枚・シール６
枚入り）

申込期間　11月1日㈫～12月28日㈬
申込方法　申込場所の窓口で募金と引き換えに「複十
字シール・封筒」をお渡しします。

申込場所　 健康推進課（八坂町・くすのきセンター2階）、
保険年金課（市役所1階）、 まちづくり推進室（市

役所1階）、 社会福祉課（平田町・福祉センター2階）、
支所・各出張所、各地区公民館、各老人福祉センター、
ひこね燦ぱれす（小泉町）、ひこね市文化プラザ（野
瀬町）、みずほ文化センター（田原町）、 子どもセン
ター（日夏町）、 市民体育センター（松原町）、ふれ
あいの館（八坂町）
受付時間　各施設の開館・開所時間内
問い合わせ先　 健康推進課

原子爆弾被爆者二世の健康診断

対象　被爆者健康手帳を持つ父または母（す
でに死亡している場合も含む）の子で、父また
は母の被爆以後に生まれ、被爆者健康手帳
を持っていない人

実施期間　平成29年１月４日㈬〜同３月
31日㈮　※原則として平日

受診できる医療機関　彦根市立病院ほか県
内９病院

申込期間　11月１日㈫〜同30日㈬
検査項目　問診、血圧測定、血液検査など
費用　無料（精密検査費、交通費は除く）
その他　この健康診断を受けても、被爆者健
康手帳は交付されません。

申込・問い合わせ先　湖東健康福祉事務所
（彦根保健所）☎ 22-1770、ＦＡＸ 26-
7540

11 月は
滋賀の医療福祉を守り育てる月間

少子高齢化が著しい速さで進んでいます。
特に団塊の世代が 75 歳以上の高齢者となる
2025 年を見据えて、誰もが住み慣れた場所
で自分らしく暮らし続けることができる社会
を築くため、県内では講演会など様々な取り
組みが行われています。

詳しくは、医療福祉・在宅看取りの地域創
造会議ホームページ (http://mitori.siga.jp/) をご覧
ください。

●



〒 522-8501  滋賀県彦根市元町４番 2 号  ☎ 0749-22-1411 ㈹、FAX 0749-22-1398、ホームページ　http://www.city.hikone.shiga.jp/
彦根市では、点字および音声版広報ひこね（編集版）を発行しています。問い合わせ先： 障害福祉課☎ 27-9981、FAX26-1767
また、外国語版（英語、中国語、ポルトガル語）の広報ひこね（編集版）も発行しています。問い合わせ先： 人権政策課☎ 30-6113、FAX24-8577

発
行
：
彦
根
市

編
集
：
秘
書
政
策
課

●
1
日
・
1
5
日
発
行
　
　

通
巻
第
1
3
6
5
号

（
平
成
2
8
年
1
1
月
１
日
発
行
）

▶
「
広
報
ひ
こ
ね
」
は
大
豆
油
イ
ン
キ
を
包
含
し
た
植
物
油
イ
ン
キ

を
使
用
し
て
い
ま
す
。

▶
廃
棄
す
る
場
合
に
は
古
紙
回
収
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▶
こ
の
「
広
報
ひ
こ
ね
」
は
5
1
,2
5
0
部
作
成
し
、
１
部
当
た
り
の

単
価
は
1
2
円（
１
円
未
満
切
り
捨
て
）で
す
。た
だ
し
、原
稿
作
成
・

編
集
な
ど
に
か
か
る
職
員
の
人
件
費
は
含
ま
れ
て
い
ま
せ
ん
。

広
報
ひ
こ
ね

24

人口と世帯数
　　　　　　平成28年10 月１日現在

人　口
　男
　女
世帯数

　　　　　　　　（　）内は前月との比較

112,843 人（+169）
　 55,747 人（+  86）

57,046 人（+  83）
46,365 世帯（+144）

表
紙
の
写
真

11 月は、啓発を目的にしたライトアップが各地の名所で行われます。

11 月 10 日㈭　児童虐待防止推進月間（オレンジ）
　　同11日㈮　女性に対する暴力根絶（パープル）
　　同14日㈪　世界糖尿病デー（ブルー）
いずれも、日没から 22：00 までライトアップします。

彦根城　いろいろライトアップ

表
紙
写
真
の
逓
信
舎
は
、
昭

和
９
年
に
町
屋
を
洋
風
の
外
観

に
改
装
し
た
旧
郵
便
局
で
す
。

河
原
町
・
芹
町
に
は
、
ほ
か

に
も
多
く
の
伝
統
的
な
建
造
物

が
あ
り
、
そ
の
美
し
い
町
並
み

を
歩
く
だ
け
で
ワ
ク
ワ
ク
し
ま

す
。皆

さ
ん
も
カ
メ
ラ
な
ど
を

持
っ
て
、
ぜ
ひ
秋
の
散
歩
に
出

か
け
て
み
て
く
だ
さ
い
。

（
秘
書
政
策
課
広
報
係　

吉
井
）

編
集
後
記

〜
日
常
の
優
美
な
建
造
物
〜

11月14日㈪〜同20日㈰
「女性の人権ホットライン」

強化週間

夫やパートナーからの暴力、職場での
いじめ、セクシュアル・ハラスメント、
ストーカーなどの相談を専用電話で受け
付けます。

全国共通「女性の人権ホットライン」

☎
0570 -0

ゼロナナゼロ

70 -
の

8
ハートライン

10
　月〜金曜日　　８：30 〜 19：00
　土・日曜日　10：00 〜 17：00

※法務局職員と人権擁護委員が相談に応
じます。

※相談は無料で、秘密は厳守されます。
※強化週間以外も、平日の 8：30 から

17：15 まで同ダイヤルで受け付けて
います。

　

夫
な
ど
か
ら
の
暴
力
、
性
犯
罪
、
人
身

取
引
、
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
、

ス
ト
ー
カ
ー
行
為
な
ど
の
女
性
へ
の
暴
力

は
、
女
性
の
人
権
を
著
し
く
侵
害
す
る
行

為
で
す
。
ま
た
近
年
で
は
、
中
・
高
生
や

若
い
カ
ッ
プ
ル
の
間
で
起
こ
る
暴
力
（
デ
ー

ト
Ｄ
Ｖ
）
な
ど
の
被
害
も
問
題
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　

暴
力
は
、
い
か
な
る
理
由
が
あ
っ
て
も

許
さ
れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

も
し
つ
ら
い
思
い
を
し
て
い
た
ら
、
ひ

と
り
で
悩
ま
な
い
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

女
性
に
対
す
る
暴
力
を
な
く
す
運
動

11
月
12
日
㈯
～
同
25
日
㈮

相
談
窓
口

※
秘
密
は
必
ず
守
ら
れ
ま
す
。

※
相
談
は
無
料
で
す
。

配
偶
者
暴
力
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

▼
中
央
子
ど
も
家
庭
相
談
セ
ン
タ
ー
☎

０
７
７-

５
６
４-

７
８
６
７
番

▼
彦
根
子
ど
も
家
庭
相
談
セ
ン
タ
ー
☎︎
24-

３
７
４
１
番

▼

男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
☎
０
７
４
８

-

37-

８
７
３
９
番

Ｄ
Ｖ
相
談
ナ
ビ
（
近
く
の
相
談
窓
口
を
案
内
し

ま
す
）
☎
０
５
７
０-

０-

５
５
２
１
０
番

緊
急
時
は
警
察
（
１
１
０
番
）
へ


